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アドミラルカップを終わって
チームキャプテン小田良司

まず初めに，このチームを作る事るだろうか？に作ったようなチームだった。

にご協力下さった,大阪ベイトナー勝ったフランスはl玉l力というより他のヨーロッパ勢は,イギリスが

ズクラブのオーナーの方,特にカリ特徴が出た勝ち方をしたのて､､はなぃタ゚ 一クホースとしてやはり政治力や

－ニョのオーナー古川浩二氏,スイだろうか。特に最後の2レースで､の地元の強みを生かしてじわっとせま

ング鈴木重行氏，トーゴ|｣｣田東吾氏感はさえわたっていた。って来た。また，なんといっても日

およびアイアムソーリーの常川裕章前訂判として優勝の可能性を秘め本である。これは国力,戦力,個人，

氏，そしてクルーの派遣にもお手伝ていた’イタリア，アメリカ，これら船の力が最後るて穣見ることが出来な

い下さった,シェスタ川口正敏氏,中はその国の戦い方がレースが始まるかつた。過去最低のチーム，オース

西寛氏，ドンキー土井収二氏,スピカ1年前から出ていた。イタリアは1トラリア（でもしかしアメリカンカ

室井誠氏に誌面をお借りしてお礼申年前にクルー人員まで決まり，優勝ツフ･のかつてのホルダーて、ある）を

生上げます。の最右翼にいた。このままいけばﾀﾞ最後まで気は抜けなかったが,わず
また最終の決定に船いて大変お世ントツのはずが,なぜか苦しみぬいか数点差でも勝ちは勝ちである。

話になったプロパギャンタ石渡一夫た（やはりリーダーシップ。を取って我々は初めてチームとしてアドミラ

氏スターアンドスター吉村茂氏,海いた人の変化がチームに出るのだろルズカッフ°トロフィーの一つアジア

太郎千葉育夫氏，その上にクルーまうか？)。オセアニアカップqて曝ある、ホンコン

て鶴，勉強と言いつつ借して下さったアメリカは,チームの作り上げ方トロフィーにJAPANの名前を刻む

フルーノートの五十井進氏には関西，に|玉Iの特徴が出ていた。いつものへことが出来たのであった。

関東の今後の時代の流れを示唆するルスマンJ・コスタキを欠いたチャこのことはジャパンチームとして，

動きとなり,深く敬意を表します。ンポサは，レミントン50シリーズよアドミラルズカッフ。に対して最初の

り迫力がなかったように思うが,オ魚l1(きず）をつけた記念すべき1991

歴戦のあのオーストラリアに勝った－ナーの力の入れ方が他のチームと年となった。

スポーツのイベントとしてこればは違っていた。

ど|玉l力や特徴が出るレースが他にあ1t,2tに関しては勝ったため

アドミラルズカップ
ウイル・ヘルムスマン戸谷嘉男

へ

1991年アドミラルズカッフ･は8月ては非常にフェアなチームレースでの後アドミラルズカッフ。までは、で

1日から14日にかけて、合計6レーあろう。きるだけ早く艇に憤れることと、メ

スが行われた。アドミラルズカッフ。11本チームは、50フイートクラスインシートトリマーのJOE

は各国3艇からなる伝統的なチームはWILL(FARR),2トンクラスはENGLISHとのコンビオ､一ションお

レースであるが、前l''1までのトータCARINO(REICHEL/PUGH)よびスキッパー／タクティシャンの

ルレーティングシステムカツ尭止され、1トンクラスはSPICAEDDIEWARDEN-OWENとの

今回からは50フィートクラス、2I(JEPPESEN)て構成された。コミュニケーションに集中した。50

ンクラス、1トンクラス、それぞれ私はWILLのヘルムスマンとしてフッターは、品丘私が乗り続けてい

’艇づつでチームを構成するシステこのシリーズに参加した。WILLはる2トンクラスに比べてもかなり重

ムになった。スタートは同時スターブルースファー設計、オーストラリいポートであることを実感した。タ

トで行われるが、成績は各クラスごアのMCCONAGHY造舟銅Tで作ら－ゲットポートスピードに持ってい

との結果しか出さず、それぞれの得れた新艇である。私自身50フィート〈にはかなりの時間とパワーが必要

点が合計されてチームポイントとなに乗るのは今回が始めてて艇に少しだが、ポートスピードさえ保ってい

る。でも慣れるため、アドミラルズカッればアペアレントウインドスピー

総合成績をレーティンク亀て算出すう｡の前にLIMINGTONで行われたドは増し、信じられない位のアング

ることは一切なく、スタートを除い50フットシリーズから参加した。そルてf上ってくれる。WILLは大きな
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CORUMとはlWj穏斐の差て傘あった

が、各コークごとに差は広がりフイ

ニッシュで､は2位のCORUMに2分

42秒の差をつけることができた。実

は前日の第3レースの最終レク了風

が20ノッ|､近くまて鹸あがl)、ヘピー

ジェノアでオーパーパワーで走りき

ったが、その時の走り方がうまくつ

かめなかっただけに、このフレッシ

ュウインドでの勝利には自身がつけ

られた。

壗冬レースのファス|､オ､シトレー

スを残した時はMANDRAKEと

CORUMさえおさえてフィニッシュ

すればクラス倒勝ができる位置にい

た。しかしフアストオ､ツトロックま

で､は全艇をおさえて走っているつも

りて､､あったが、いつの間にか

CORUMだけが全く違うコースを取

り見事に当ってしまいファストオ､シ

トレース2位、総合成績2位という

結果に終わった。

WILLは小田良『rlオーナーの努力

て、今回クラス2位に入ったにもかか

わらず、国別成績は残念ながら7位

である。ロイヤルヨッl､スクオート

ロンの壁面には歴代のアドミラルズ

カッフヤ覺榛国チーム3艇そしてフ・

アストネットレースの総合優勝挺の

艇名およびオーナー名のみ力咳llまれ

る。アドミラルズカッフ。は化l別成績

よりもむしろ国別対抗レースて､､ある

ことを実感した。今回の1~l本チーム

はWILL以外の2艇はチャーター艇

て譲あり、日本チームの実力を集約し

たチームとは決して言えない。日本

の|､ツフ。クラスのオーナーとクルー

が集まって最強チームを作れば､基
ドミラルズカッう｡に日本チームカ

勝することは決して難しいことでは

ない。ただ現在欠けているのは、最

強チームを作るための組織力ではな

いかと思う。次回のアドミラルズカ

ッフ。はぜひ日本チームの手でカップ。

を手にしたいものて､､あるハ

ステアリングホイールを採用してい

るのて、、ステアリングも楽て､、艇の

ハンドリンク護に関しては予想以上に

イージーであった。もっともクルー

のレベルは最高なのでそのせいもあ

るかもしれないが…。

ウィルはトライアングルコースを

含む4本のインショアレースを3位、

5位、1位、4位て､走り、チヤネル

レースおよびファストオ､シトレース

を共に2位て､走って50フィートクラ

スの総合で､2位となった。私自身こ

のシリーズて､何といっても一番嬉し

かったのは、第4レースのトライア

ングルコースで､1位をとった時であ

った。風は20～25ノッ|､、スタート

前は#2ジェノアか#3ジェノアか迷

ったが、結局＃3ジェノアを選択し

た。クリアエアーで良いポジション

からスタートて畿きたが、艇の走り抜

群で第1上マークまではどの艇とミ

ートすることなく楽にトップ。て､､胆l航

することがで､きた。この時2番手の

写真／添畑薫

湯ゞ 雷

鯉

3、ー

F
M

こて二t

W~期
鰄

脚

塾_三

＆｛
ﾛハ

鵬f室Ⅷ■、
窯奪
ヱニf"_~"

:、；､、
－蕊､~､ 一



5

L一

OFFWmf

写真提供／小田良司

一L
可

J

‘蕊
■聖

900ノ

Sケ月のアドミラルズキャンペーン

5月の末スピカのポースンの山

本から，8月のアドミにでないかと

空う電話があった。8月といえばレ
スまで2カ月しかないので冗談か

と思いながら話を聞くと，アドミ参

加予定の3艇の内，2艇がキャンセ

ルしたので；ウイルだけが残り，ア

ドミに参加で､きなくなりそうで；ス

ピカに声がかかったらしい。今ごろ

からと思う気持ちはあったが，アド

ミといえばそう出る機会もないだろ

うと，考えた末一緒に連れて行っ

てもらうことにした。

参加しようとは決まったものの，

なんといっても急なこと℃メンバ

ーもはっきり決まらず，そのうえ，

もうl艇の2トンが決定していなの

で行けるかどうかもわからない中，

スピカの練習が始まった。6月中旬

スピカヘルムス中野誠
になって，トーゴの山田先生と，力配や遠征の用意が始まった。実際に

リーニョの古川さんが2トンの面倒航空券が手に入ったのは，第1陣出

を見てくださるということで；やつ発の前日という有様であった。

と3チームが集まったが，今度はNこういった具合であったので；ス

ORCからの許可が降りず，まだ参ピカのアドミキヤンペーンは，勝負

加できるかどうか解らない。練習中にはならないだろうから，参加する

の話題はいつも，参加できるのかどことで何かを得て来よう，行って後

うかの話ばかりで､あった。悔することは避けよう，ということ

6月の末出発まで1カ月を割っを目標にした。

た時点で；スピカのメンバーがそる今までのアドミ参加艇から，よく，

ってウイルの小田さんの家へ押し掛外人クルーとのトラブルを耳にした

け，この時点て穣参加が決定してぃなのて､外人クルーをどうするかが問

いのなら，仕事や休暇航空券の都題となった。

合上参加を取りやめたいと申し入れ幸い，私がJ-24に乗っている関

た。小田さんから現状の説明を受け，係から，アメリカのマーク・ローラ

数日後にもう1度NORCに話に行一の紹介て､ブライアン・トーマス

〈から待ってくれと頼まれて帰る。(80年北米470級2伽と，エリッ

7月初め，やっとNORCからのク・ステルター(90年全日本J-24

許可が降りて，あわてて航空券の手クラス1個の2人と，イギリスカ、
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に出場し，といった具合いにオーナ

ーにとってもクルーにとっても，負

扣が大き過ぎると思います。現在は，

関東関西にそれぞれトナーズクラ

ブのような組織がで､きているので，

それぞれが責任を持ってl艇づっ束

｢1本西日本より勝ちtlのある艇と

クルーを選出し，これにNORCか

らの推薦チームを加えるといった具

合にすればもっといいチームが糸Ⅱめ

るのではないかと思います。

最後になりましたが，関係新の皆

様方全員に，このようなすばらしい

経験をさせていただきまして本当に

らチャーター艇のオーナーのマイク

他数名を補強してメンバーを組むこ

ととなった。

結果的には，ブライアンとエリッ

クがこちらの事|冑をよく知っていて

イギリス人との間に入ってくれた形

となり，たいしたもめ事もなく，時

間が経つに従って，腹を割って話し

合いの出来る良いチームが組めたと

思う。

チャーター艇も｣W,ったより良<,

ｷｬﾝぺｰﾝの組み方によっては3，

4位は狙えるようなものて､､あった。

結局，成績はクラス最下位に終わ

ては十分価値ある経験が出米たと思

う。

アドミに参加して，アドミは参加

しておもしろいレースで､はな〈（ケ

ンウッドカッう。のような楽しいレー

スではなく），レースをしに行くレ

ース，それも化l別個勝で､はな<ILI別

優勝を棚いに行くレースだと思いま

す。

また，ウイルの成績を見ても解る

ように,H本の力なら十分それが狙

えるのではないかと感じました。

ただ現在の代表艇の決め方では

アドミにILII!るために新艇を作り，日

つたカミ3力)1のキャンペーンにし本の代表になるためジヤパンカッフ。ありがとうございました。
（
、
、
』

Brd<enMastatADMIRAL'SCUP'SCUP1991

カリーニョ西垣智
さてその原因でありますカミラン

ナートリムにミスがあったとは思わ

れないし，また折れた場所がグーズ

オ､ツクの上30cmの所から切れた様に

折れているのて､何かのかたちでマ

ストの許容量以上のコンプレッショ

ンがかかったことは間違いないので

すカミその原因を特定することは出

来ませんでした。

マストの陥没あるいは，屈曲で､あ

れば修理用のパーツなどは持参して

ありましたが,スペアマストの用墨
はなかったため，残念ながらレー

の続行は断念さぜるをえませんでし

た。特に上下合わせて抜群のチーム

ワークて走らせているスピカ，そし

て，オーナー自らレース艇の最前線

で指揮を取られているWILL,こ

の両艇に対して誠に申し訳なく，ま

た今回の日本チーム参戦の実現に多

大な強力を頂いた大阪ベイトナーズ

クラブの各オーナーの方々にも我々

の未熟さからこの様な不運な事故を

起こし全レース完走することが出来

なかったと言うことをこの紙上をお

かりしてお詫び申し上げます。

1991年アドミラルズカッフ。レース

は，大阪ベイトナーズクラブの尽力

により,WILL(小田良司オーナ

ー）を中心として，カリーニヨ，（古

川浩二オーナー）スピカ，（室井誠オ

ーナー)の3艇で参加しました。こ

の内ワントナー，ツートナーは，チ

ャーター艇で，カリーニヨはドイツ

のピンタ(G217)をチャーターし，

ドイツ，日本の掴戎チームでレース

に臨みました。

8月1日RYSTrophyレース

30mila8月2日Channelレース，

200milaの2レースを終わり8月

25日より今日迄の約10日間でチーム

ワークもまとまり，不自由な英語てﾞ

のコミニュケーションではあるがお

互いのレースに対する考え方もお互

いに判りあえる様になり，アドミラ

ルズカッフ。の雰囲気に気持ちも体も

慣れてきてさあ頑張ろうと言うこと

で；8月5日の第3レースCorum

Trophyレースのスタートを迎えま

した。

スタート海面は,ChriStChrCh

Bayタオリンピックコースで

28Mile,AM11:30スタート。

当日のヘルムスマンは，ブルーノ

－卜の熊谷氏。彼の非常に綱IHで且

つ，ソフトなヘルム取りは，さすが

と感じさせるものがあった。

スタート時は,NWの風12～20kt,

波高0.7m位でチョピーな海面。タク

ティシャンとの相談で風上よりスタ

ートして，出来るだけ早くタックし

て先にポートのレグを走ることに決

定。スタート1分30秒前にインサイ

ドリミットの横に付けタイミングを

狙うが，インサイドリミットとスタ

ートラインまでの高さに迷った隙に，

我々と同じ考えのポートペンデンス

に上からの先行を許したものの，さ

ほどの影響も受けずその後は思いど

うりのコースを引く事がて､､きた。し

かし，4回目の下マークを回航して

最終上マークへのアブ｡ローチタック

をした時ラフインク争し，ブームが

変わり新しいタックに風をはらんだ

瞬間"PAN''という音と共に，あ

われマストは海のなか。8月5日

14:50の出来事でした。

海面が比較的おだやかであった為

に艇体に損傷を受けることもなく，

またけが人をだす事もなかったのが

不幸中の幸いであったと納得してい

る次第であります。
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写真／朝河清12メーター級を使って競われる陸|際マッチレース，メ

リッ|､カップ･は今年で､2回目。8月2911から9月lllま

て需の4I1IH1,横須賀市長者ケ崎沖て世界のトップ。レーサ

ー1名を集めて開催された。

渕勝ラウンドに残ったのは，クリス・デイクソン（ニ

ッポンチャレンジ）とマーク・パジョ（ヨシ|､クラブ・

ド・フランス)。予選を，それぞれ2勝1敗て､通過してき

た両チーム，決勝第1戦は好スタートを切ったディクソ

ベ艇に,ゾﾌｾー ﾙ上がらないというアクシデントがあ
て，パジョ・チームカ逆転で優勝b

第2戦は，後のないディクソン艇が好スタートて飛び

出し，最後まて．リードを保ってフィニッシュ。l勝1敗

のタイに持ち込んだも

最終第3職は，わずかにリードを取ったデイクソンが，

ランキング1位の実力を発揮し，安定したレース運びで

2勝目を上げ，2年連続の倒勝を決めた。

以~隅3位ピーター・ギルモア（タ守－リング・ハーバ

ー・ヨットクラズ4位ピーター・アイスラー（ピータ

ー・アイスラー，セーリンク､インターナショナル）の

順となった。

昨年に引き続いてメリット・カップ。の覇者となったデ

ィクソンは「第1戦を落とし，苦しいファイナルだった

カミクルーがよく働いてくれてよかった，本当にうれし

い｡」とにこやかに語ってくれた。

レポート協力メリットカップ・ヨット事務局

予選ラウンド(8/29,30)ラウンドロビンシリーズ

、
ピーター‘

アイスラー

クリス・

ディクソン

■乍
〆
毎

Ｗ
岸
｝
抄

マーク・

バジョ
勝血II1W

211

123

124

212

、、
クリス・

ディクソン
○ ○×

、

、
ピーター

ギルモア
○ × ×

、
ピーター・

アイスラー
○ ××

、
マーク・

バジョ ○○×

決勝ラウンド（9/1）1位,2位決定シリーズ

3位，4位決定シリーズ

ラウンドロビン1位艇

ラウンドロビン2位艇

スキッハー
｡

クリス･ディクソン

マーク・（．ジョ

1回戦

×

○

21Ⅱ|戦

○

×

3111|職

○

×

ラウンドロピン3位艇

ラウンドロピン4位艇

スキッハー
｡

ピーター･アイスラー

ピーター･ギルモア

111'|戦

×

○

21Iil職

、

31H1職

、

、
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公然の切り札阿波踊。サンデイエゴでも踊りたい.／

も 顔
第18回阿波踊りヨットレース

写真／山崎武敏

徳島をシドニーのオペラハウスの

海のようにしたい－bこんな野望

に似た思L､をひそかに抱いて第1回

”戯雨りヨットレースを行ったは今

からl奔前であった。

第1回の参加艇は7艇西宮から

木造の33フィート「瀬戸」力参加し

てくれたのが,唯-TYC(徳島ヨ

ットクラフツ以外のヨットであった。

優勝したのは武市俊さんの名艇ブ

ルーウォーター24「青盟であった。

私力諭也をひいた。当時NORCだよ

りの編集を担当していた三木貞守さ

んが取材をかねてゲストとして乗っ

ていただいたのを思い出す。

当時はみんな張り切っていたので

オーバーナイトレースであった。よ

く吹いて瀬戸は木製のマストを祈っ 絶好のｺﾝヂｨｼｮﾝで行われたﾚース
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総合|副券の「パルマックス」

長崎や浜松からの参加を含めて''8艇が集結

てしまった。

爾来19年。ヨットレースも，スカ

ートが長くなったり短くなったりす

るような流行を繰り返した。ワンデ

ザインであったり.ULDBであっ

たり．マッチレースであったり。白

と決まっていたセールも，黄金色に

なったり水色になったり。パターン

も何となく芸ｳ肺勺になってきた。

－－公然の切り札がある－

流行の如何にかかわらず「楽しい

レース」というのが,阿波踊りレー

スの終始かわらぬ姿勢だも

この夏陸上競技の面白さを国民

＝悲哉させたといわれる世界陸上を
→､い起こしてもらいたい。閉会式で

最後に阿波踊りが始まると，世界の

一流アスリートが,熱狂的な,いわゆ

る踊りとパフォーマンスて､偉大なフ

ィナーレを閉じたことを。

なんだか長嶋さんみたいな表現に

なったが,わが阿皮踊りレースは，こ

の阿躍開りという他では絶対真似の

できない公然の切り札を持っている。

運営に少々の難はあっても，お踊り

にくり出せばすべて帳消しになると

いえるわけだも

ただ，この切り札に甘えているぱ

かりて､､はなぃ。むづかしいことや，

ややこしいことを言わないというの

もポリシーのひとつ。出艇申告など

もて､きるだけ簡単にできるように工

夫をこらす。つまらない挨拶なども

できるだけ行わないのが原則垣

一パルマックスが総合優月←

第19回を迎えた今年は118艇のエ

ントリーがあった。遠く長崎や浜松

からの参加もあった。

レースは8月14日,午前7時煙火の

音と煙で､スタート。北よりの風は7

～8メートルの絶好のコンディショ

ン。100を越すスピンが一斉に開く。

世界陸上で陸上の面白さがあった

とするなら，このスピンが一斉にひ

らく光景がもしテレビで脚央された

なら，誰しもが海上競技ヨットの素

晴らしさに感動するだろう。長嶋さ

んに一度見てもらわなきゃあと思っ

たりするのである。

いい風に恵まれたおかげで，レー

スは速い展開で進んだもメルポルン

ー大阪Wﾝ､ンドに参加した「アイカ

ンドウ」が,水線長の威力以上のス

ピードで他を圧した走りをみせる。

10ノット近いスピードで走りなが

ら，ほとんど引き波を見せないのは

ULDBの証明か。だが回航点の舟

磯灯台を回って,上りのいわゆる格

闘技に移ったところでセールトラフﾞ

ルを起こし，地元のパルマックスに

抜かれてしまった。

もしノントラブルて走破していう

ら25マイルを2時間台で走るとハイ

カールルイスなみの詫己録を達成す

るところであった。ちなみにファー

ストホームをし総合優勝しにも輝い

たパルマックスの所要時間は，3時

間4分であった｡。最終フィニッシ

ュのベラドンナの所要時間は8時間

の9分5餅少。

－サイディエゴでも踊りたし－

レース終了後は,水に埋った3000

本のビールをたいらげて勇躍阿皮踊

りへ。ヨット連は人数の多さで今や

各物連になっている。踊りは下手で

も元気いっぱい踊るの力y礎

踊り始めれば,どんなに成績が悪

くても，あるいはぶつつかって船に

傷がついて落ちこんでいても，絶対

にニコニコ顔になるのである。

来年のサンディエゴのアメリカス

カッフ。のニッポンチャレンジのジャ

パンデーは,やっぱり阿波蹄で盛り

あがらなければと思うのですが･･…・・

かくして阿波踊りレースは来年20

回記念レースとなる。当然,記念レ

ースとして盛大に行う計画て俄す。で，

とりあえず参加艇は300艇を想定し

てことにあたるつもりです。

NORC関係者の皆様もどうか御

支援をおねがいします。

徳島ヨットクラブ

調||洸城
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678ALAHANDORAmペネトウ3538C100808堺1ll"78111261398512873
46VlSCOUNTY-26マイレヂィC20.708晦劉8YC89181061678613039
93小芝婚ホランド28C20．7171･YCa7188051068713124
4IKOISANpIヤマハ305ロC10，763槙MYC83111478108013135
10エスペツントY-26SZ0,716オリエントYC90121001348913298
89SNOWGOOS区木遭33C10,725'rYC841$3061489013.4§

阿波踊りヨットレース総合111頁位
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ー
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一
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》
Ｙ
ワ
パ
Ｙ
水
Ｙ
ハ
Ｙ
川
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Ｙ
Ｙ
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オ
Ｙ
タ
ズ
Ｍ
Ｆ
リ
Ｊ
ヤ
カ
Ｘ
Ｊ
Ｓ
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守
０
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138ピレウス
908WINO
l7ELLE
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開ティファニーⅡ

べ:繩祓ﾝ入ﾀー
921'OD()

IITEAM25

43ダツシネ
139ルフル，リール
泥レヂィーパーパう
133IIYI)1!AN<jEA

lひろねuI
9NARVIC

Q6冑脚風
160スターシャU1
13リップル
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711人N八E
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88TWO-TON

47シルフィード
66ウインドゼーラー
68バルテガ､堀

邨二うイカナイ

78パイドバイパ－A
76.MEITR16
78IIOUNIJ-DOG
80即興
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石原裕次郎メモリアルヨットレースA－1クラス成續表
(CRレーテイング)|991年8月25日|0時30分30秒スタートレース委員長：佐藤和夫

艇 ’ 着順 順位SAIL 翁 オーナー茅！ 所要時間 修正時間TYPE ﾌｨﾆｯｼﾕ時間TA

海太朗5

STAR&STAR

ｾﾝｼｰ

BOY

ｯｧｯﾙ

ｽーパーｳｪーぅ

BJ7

SYLPHIDES4

ユニコーン

RIPPI,E3

海坊主

HALFTINE

CAETI』A

SLEEPER

ｽﾃｲﾔー

NADJA6

倭建

ｯﾝ

写楽

青海波
SERENDIPI､rY5

ﾗ､ｿｸｼー

再見2

ｷｭｳﾛｸﾏﾙ

ANATORA

慎記郎
ELECTRON

ルージュ

ﾚｲﾗﾝｶﾝ

NORFJ()Y7

ｼﾅｽ

1ｿﾙギ

ﾜｲﾙドー

FUJI3

ﾀー ﾄﾙ

あずさ

ﾃﾚﾏﾃｨー ｸ

ｹﾛﾆｱ

ｻﾑ

ｻﾝｲ

ｭー ﾝﾗｲﾄ

八丈

潮路

光風

FINNARCIIEUR

EBONY2

KAYSEVEN

ﾅﾝ3

ｲーﾂ

千葉

吉村

緒田沢

山田

松田

育 ５
１
２
３
１
５
９
１
５
１
３
９
２
５
４
１
９
５
０
９
２
９
０
５
０
５
２
８
３
９
０
１
２
９
９
０
８
８
４
３
４
７
４
３
１
８
５
７
４

２
５
１
５
４
１
１
３
３
３
３
５
２
２
４
２
３
１
１
１
５
３
３
４
５
１
４
２
１
４
５
１
１
２
４
１
２
０
３
０
３
４
２
１
３
２
１
５
０

１
Ｔ
ｆ
９
９
７
ｊ
Ｆ
ｆ
ｌ
ｌ
ｙ
９
１
１
９
１
１
７
，
，
７
１
７
９
１
１
１
７
１
１
１
Ｊ
１
１
１
９
，
，
７
９
７
日
１
１
７
７
７
９

６
６
７
７
８
９
０
０
０
１
１
１
２
２
２
３
３
４
５
５
５
７
８
８
８
９
９
０
１
１
１
２
２
２
２
３
３
４
４
５
５
６
７
９
１
２
４
８
２

０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
４

■
■
●
■
白
白
■
。
●
凸
●
口
早
①
●
●
。
●
●
●
①
ロ
町
■
■
■
■
■
■
■
Ｂ
■
Ｂ
■
●
●
●
●
Ｇ
Ｇ
Ｇ
■
■
■
■
■
■
■
●
●
ｂ
■
申
■
●
①
。
■
？
■
■
■
■
ｇ
■
■
凸
。
●
●
①
●
■
■
●
巳
■
■
●
Ｂ
■
■
。
。
●
●
。
■
①
由
④
①
●
Ｇ
Ｇ
●
じ
ゆ

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
２
１
６
９
９
７
２
４
６
８
１
１
５
５
９
８
７
９
０
８
２
９
０
５
０
０
５
１
６
１
５
４
２
０
１
４
２
４
９
４
１
１
４
１
９
７
８
２

９
８
２
０
９
２
３
０
１
０
２
０
６
５
１
８
７
６
０
６
７
５
７
６
６
２
６
２
１
８
２
７
２
１
１
２
４
８
４
３
３
８
７
１
５
５
６
１
０

２
２
８
６
２
６
１
０
５
３
１
０
５
３
１
３
６
２
８
６
９
３
３
９
９
２
３
８
９
３
５
４
７
１
６
２
０
１
５
７
３
３
７
８
５
９
６
１
８

３
４
３
３
２
４
４
３
３
３
４
３
３
１
３
３
３
１
４
４
２
３
２
３
３
２
１
４
１
２
３
２
１
２
３
３
１
２
３
２
１
３

千葉育夫

吉村茂

緒田沢茂唯

山田降

松田栄夫

三剛徹

猪狩光消

浦谷和行

武田貫太郎

硲俊弘

岡本通

朝河消

沼田尚文

武部寓一

背田修

白崎謙太郎

萩原勝美

久保勇治

熱田二土行

渭田博

中野昭

熊沢群

高橋信僻

溝口哲也

佐々木義降

蝶野春太郎

小高敏夫

能条秀夫

中村端葱

行川幸久

島田武夫

鵜飼恵

足立尚史

藤本達雄

増田順一

杉村商樹

高城昌彦

大谷正彦

五十丼進

湯田稗二

鈴木礼三

近藤禎之

池田晴秋

永田守

渡辺申一

武盛文彦

栗林定友

吉田畷

市原恭夫

７
７
５
８
５
５
６
４
５
９
５
８
５
８
８
５
９
４
７
５
３
１
２
２
６
９
１
５
９
９
１
７
６
２
９
１
５
３
６
９
９
３
１
５
１
０
５
７
４

１
５
５
１
△
３
２
３
３
０
５
０
５
２
５
１
０
２
３
０
１
０
５
０
０
３
３
０
２
３
２
５
３
３
０
２
５
２
５
０
５
１
１
２
３
０
３
５
２
１

リ
リ
ー
リ
ー
Ｉ
９
９
７
１
１
９
７
７
７
ｆ
ｆ
９
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
，
？
，
甲
ｆ
１
７
ｆ
ｊ
Ｆ
ｆ
９
９
９
１
ｆ
７
９
７
１
１
１
１
９
，
９
７

６
６
５
３
４
９
９
６
８
９
８
２
８
３
８
４
１
２
４
０
８
４
５
８
１
２
８
９
０
４
１
１
２
４
８
２
２
１
４
２
３
６
６
３
９
４
６
６
２

０
０
２
１
１
２
１
２
２
２
２
２
２
１
２
２
２
２
３
２
２
１
３
２
２
３
２
３
４
３
３
４
４
２
２
４
４
４
３
２
４
４
４
４
４
３
４
５
０

Ｆ
■
●
■
■
ｇ
●
●
■
■
■
■
■
■
■
■
●
ｂ
●
■
●
早
申
。
●
申
●
由
●
④
●
●
Ｇ
■
●
■
Ｂ
ｅ
ｅ
。
？
●
①
①
。
①
■
●
■
●
■
■
■
■
Ｂ
ａ
◆
■
申
●
■
ｅ
Ｆ
Ｇ
●
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
早
巳
■
Ｇ
●
■
■
■
■
ｅ
ｐ
ｂ
ｅ
Ｕ
ｅ
●
●
●
●
■
■
■
巳

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
０

５
４
７
４

４
－
３
Ｒ

Ｒ
Ｖ
Ａ
Ｒ

Ａ
Ａ
Ｅ
Ａ

Ｆ
Ｏ
Ｊ
Ｆ

’
２
６
３
５
６
７
７
１
７
１
２
４
４
３
５
９
１
１
８
０
６
４
９
０
９
８
５
６
２
８
７
０
４
５
１
９
８
０
３
２
４
５
３
７
３
６
８
９

２
１
２
２
２
１
２
２
１
１
３
２
３
１
１
２
１
３
３
３
２
３
４
１
２
４
３
３
３
１
４
４
４
４
４
３
４
４
４

１

’
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
．
４
４
４
４

Ｓ
４
Ｓ
４
５
４
２
９
Ｒ
３
Ｒ
０
７
Ｒ
Ｓ
５
Ｓ
Ｏ

ｌ
．
ｊ
６
０
，
ノ
３
，
ｊ
４
３
２
４
３
０
０
２
４
３
９
０
５
１
８
４
１
５

３
１
３
３
３
３
－
３
２
８
４
３
’
５
３
１
一
３
３
３
４
３
３
３
４

Ｎ
ｌ
Ｒ
６
Ｋ
Ｒ
Ｋ
Ｒ
Ｎ
７
Ｋ
３
Ｎ
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｒ
Ⅸ
Ｎ
Ｒ
Ｅ

Ａ
Ｃ
Ａ
‐
０
Ａ
Ｏ
Ａ
‐
ｊ
３
Ａ
Ｐ
Ａ
Ａ
ｌ
０
１
０
Ａ
Ｒ
Ａ
Ａ
Ａ
ｌ
‐
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｒ

Ｙ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
Ｙ
Ｆ
Ｙ
Ｆ
Ｎ
Ｘ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｙ
Ｘ
Ｙ
Ｌ
Ｙ
Ｆ
８
Ｃ
Ｙ
Ｙ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｙ
Ｆ
Ｆ

餌■

１
５
５
Ｒ
Ｏ

３
４
３
４
０
９
４
７
７
０
７

３
３
３
－
ｌ
３
３
３
３
３
８

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
Ｎ
Ｎ
０

Ｏ
Ｅ
Ｏ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ａ
Ａ
ｌ

Ｙ
Ｊ
Ｙ
Ｉ
Ⅸ
Ｄ
Ⅱ
Ｆ
Ｙ
Ｙ
Ｐ

へ

Ｓ
Ｓ
ｌ
ｌ
３
３
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｙ
Ｙ

DNF:INDEPENDENCE5(1088)DNS:illl"2(4171),シーウイツチ(1616)DSQ:絵1ii人(3536)

石原裕次郎メモリアルヨットレースCクラス成續表
’991年8月25日'0時40分30秒スタートレース委員長：佐藤和夫

①アプロディーテJr.(1324)@)l波(3793)③ピツクデイール(4403)④アプロディーテ(3373)⑤ブルーハ(4032)⑥レザ
ンフアン(3122)⑦モナリザ(3833)⑧レイラニ(3641)⑨サベージ(2()l1)⑩沙羅(4669)⑪シード(2114)⑫バイカウ
ント(4665）⑬フアニーチヒロ(4373）⑭アミテイ(3732）⑮ノーヴイン(4672)DNF:カルノ(2549),エバーモア(4626),
ラインガーラ(1666),-マイユキコ(4667),アクアマリン(4211)DNS:ペロ(:1122)
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石原裕次郎メモリアルヨットレースA－Eクラス成續表
(CRレーテイング)|991年8月25日|0時40分30秒スタートレース委員長：佐藤和夫

1'A艇 修正時間 着順 順位！ オーナ､-･端 所要時間SAII ﾌｨﾆｯｼﾕ時間l､YPI

’
５
８
８
９
１
６
７
８
４
３
５
９
２
６
７
２
３
９
９
１
０
４
８
１
０
１
５
４
７
１
５
４
９
５
７
５
７
２
９
０
２
４
８
８
５
４
５
７
１
７

２
２
１
３
０
１
５
１
１
０
２
２
３
４
５
１
３
３
１
４
０
２
４
２
３
１
１
５
２
２
５
１
２
１
２
２
３
４
５
３
５
５
１
５
２
４
４
１
１
２
５

１
９
７
７
１
１
１
７
１
，
１
１
９
，
，
，
，
７
１
７
１
１
７
７
１
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第116回理事会議事録(要旨）
社団法人日本外洋帆走協会

1日時

､|え成3年7112511("1330～1540

2場所

鳥羽市小浜町239－9

，f乳1グランドホテル会議室

3出席者

理事30名'|!l1!1席28名（うち委任状11名）

（出席）

石原'|頁太f!11大懐見薫浦ﾉk栄太郎久保叩1ly)朝

inI済今li'1又彦川端沽夫小林義彦柴旧邦敏

鈴木康之都築勝利災杵川符延古川保夫松木

杯三井i､f功宮坂敬三′剣前I信一

（委任状）

秋田博正秋lll禍夫石井IMI･岩H11｢史

児上萬平水松11jl並木茂|身林賢と1illi

平|前1英信ll'fllIIII!矩lll崎進光

理事以外の,'l!I)#

松井利簡（備磐支部長）イ||’馬稚利(NORC事務

局長）

4議題

(1)JYRU問題

（2）沢野氏関連地位保全仮処分申立事件|MIMg

（3）糸職k及び運営規程間逆

（4）支部及び委員会報併

（5）その他

5議事

1330,清水専務理事の両l会により開会,ll',府若は28

名で本理事会の成立を而倦＆イi原会長力議挺となり，議

』職兼著名人に今li'1,朝河川理』Ifを指名，議事に入った。

議題(1)JYRU問題について

大儀見mlj会長から,JYRU問題は10年にも頁る懸

案事項て､､あるが,NORCは，理事会での再三の5祷忍

に基づき,ll本におけるヨット・レーシング・ユニオ

ンと伝えるものをNORCとJYAて､結成しようとい

うことをJYAに提案していたカミ総論て､､は了解する

ものの各論になるとなかなか合意に達しないという推

移であった。その間,50フッター，広告表7]､メリッ

トカッフ等|ﾉ､l外ともに不具合なIM1題が生じいよいよ放

置で､きなくなってきた。この度,JYAにおいて秋田

氏が会長となりこの懸案を早急に解決の方向に推進し

ようとの機運が高まってきた。旨の報告があり

石原会長から，以前からJYAに対し，ナショナ

ル・オーソリティ(N.A)を結成しようと提案し，

両者の幹部が何回か会合したカミ成果は上がらなかつ

た。ここにきて秋l1l氏が会長になったこともあって，

ノド|111N.Aを結成しようとのII'I符が返ってきた，とい

うことて､､ある。典体的な事項について理事各位の愈兄

をいただきたい。それを基にドラフトを作ってJYA

との話し合いに臨みたい。旨発言があった。

大儀兄目I会最から，両者のi活し介いの結果典i仰ぐ』

なIﾉ1容は徐々にIﾘl雌になってきており，煮詰まれば理

事会に正式に提案し諾義していただくことになるが，

大網は，社団法人II本外1泊帆走協会が,IYRUとO

RCの関係のようなｲⅡ対的独自制を弗塒寺し，かつ,II

本lI1内における企ての外洋ヨシ|､をf芯丙することを』IL

本とし,文字どおりll本のヨット全部を代表で､きる糸へ
識を新たに構築するというものて､､ある。新組織て､､は，

KORCは社団法人ll本外餉II,陸協会のまま別格の構

成|､i1体として位慨する。また，新糸|聯筬てゞ は当然，地ﾉﾉ

ｵJ冊て現在一本化きれていない外洋llﾘ'L走に|封すること

はNORCが管帷することとなる。ということである。

できるなら年|ﾉ1に基本構想を|劃めて，一気に結成に持

って行きたい。胃説明報告があった。

小林理事等から,JYRUの|､.にJYAとNORC

があると考えてよいのか，との質lll1があり，清水専務

則率及び大儀兄M1会長から，基本的にはIYRUとO

RCの関係と考えてもらいたい。塊状の社団法人l1本

外洋li1唾協会の糸|賊及び外洋レースはNORCの智轄

て､､あるということをI僻息して，そのことを前提に1荊を

進めるということで､ある。また，これまで､の会合は，

NORCから副全量，専務理事イi井理事，及び平松

氏,JYAから秋lll会長，米沢副会長，石津E跨張，

吉原前理事長及びlll本顧問が出川fしているが，これIとへ
ヨット界全体の立場て､率直な意兄を交換するための非

公式の会議であり，いづれ近ll1|!に各組織の公式の機

関て具体案の検討という段取りになっている。会合の

経過は，今後もI料Ⅲに幸階する。との報告があった。

さらに，松木理事から，官庁の管轄については，成

案がで､きる前に，報告し了解を1:W篁ておくことが肝要で

あり，また，両荷の会員，財政に関しては会員構成お

よび財政感覚が異なるのて､､それについての合同はで､き

ないものと考える。旨の発言があった。

会長，副会長，専務理事から，新組織の名称役職，

会員構成，会費等基本的な問題が山積しているカミN

ORC側の案をHI!すために理事会の意見が必要である

のて鮮，何回か意見を求めることとなるが，充分な誇義

をお願いしたい。との発言があった。

議題(2)沢野氏関連地位保全仮処分申立事件問題

I
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について

久保常務理事から，大要欠のとおり報告があった。

NORCは，昨年のジャパンカッフ･全II本外洋ヨッ

ト選孑椎において，沢野氏がグッドマナー及びスポー

ツマンシップ。に連ﾉ又した事実により,IYRR75.lの

適用を受けたという当該ジュリーからの報告に基づき，

2月23日開催の第115回理事会において，沢野氏及び

ラヒ守アンローズに対し,｢1991年2月23日から同年12

月31日まて穣の間,NORCの管轄下で行なわれるすべ

てのレースに参加することを禁止する｡」胃のペナル

ティを課した。これに対し，本年5月23日沢野氏から，

「NORCの管轄下で行なわれるすべてのレースに参

加する地位」の保全仮処分申し立てが東京地方裁判所

に提出され,NORCは同事件の債務者として,5月

31日から6月21日で､の間3回にわたり，東京地裁に出
へ

頭し，資料のとおり前記ペナルティの汗当性を争った。

その結果NORCの正当性力確認され7月5日

付て､沢野氏の申し立てを却下する旨の東京地裁裁判官

の決定が出された。

大儀見副会長から，本結果はNORC,当該レース

委員会ジュリー等が全ての処置をIYRRのルール

に則して厳密に行なったことによるものであり，関係

各機関がルールを厳守することの重要性を裏書したも

のて､､ある。旨の発言があり，また，都築理事からIY

RUへの報告はJYAを経由するのか，との質問に対

し，経由する必要はないと思われる力斗可れにしても理

事会の承認を得て処置することになる。との返答があ

った。清水専務理事から，本決定は大要をオフショア

に掲載するとともに，原文の写しをフリートキャフ。テ

ンまて繊送付することとしている。との報告があり了承

した。

へ議題(3)組織及び運営規程問題について
清水専務理事及び久保常務理事から，資料に基づき

大要次の報告があった。

ラビアンローズのオーナー沢野氏が，5月に申し立

てた地位保全仮処分の裁判において，争点となったの

は「沢野氏及びラピアンローズを平成3年2月23日か

ら同年12月31日までの間,NORC管轄下て､､行なわれ

る全てのレースに参加することを禁止する」旨のペナ

ルティを決定した（第115回）理事会に，ペナルティ

を課す権限があるか否かの点であった。NORCは定

款第31条第2項第3号に基づく「会務執行上必要な事

項」に該当し，その権限があることを主張し，裁判で

は一応この主張は認められ仮処分申立は却下された。

議題(4)支部及び委員会報告について

（1）決定事項

イ松木理事から，資料に基づき次の報告提案があった。

1994年開催の環太平洋ヨットレースについては，第
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113回理事会においてNORCの主催が承認されているが

今秋にはレース告示を出すこととしている。ついては，

同レースを広告表示カテゴリーBのレースとすることの

承認を得たい。との提案があり承認した。

なお，実行委員に秋田，大儀見，清水鈴木渡辺

平岡，松本柏元，大石，村野，吉田，安田の各氏に

依頼している。旨幸|浩があった。

ロ大儀見副会長から，ジャパンカッフqて嗣はIORが広

告表示カテゴリーBということも考慮して国際レース

等のレースにおいては,IMSをカテゴリーBとする

ことを検討してはいかがか，と提案があり，清水専務

理事カミその件は広告問題特別委員会で読義すること

としたいと諮り，了承した。

（2）幸晧事項

イ鈴木通信委員長から，資料に基づき次の報告があっ

た｡

（イ）国際VHFの今後の取扱

①新レジャー船舶用の国際VHFの割当

NORCも参加しているマリンレジャー通信システム

普及促進協議会から，郵政省に下記のとおり答申さ“

近々実施される運びとなった。

＊小型レジャー船の通信手段としては，国際VHF

が最適である。

＊レジャー船専用のChを設定する。

＊設置，手続きを簡詞上する。

ハンディタイフ：出力5W制限（海岸局1W),申

請は必要，検査は省略，免許は3級侍殊海上無線

技士（旧特殊無線技士乙2日間の講習会で取得

可能）

＊ウエザーChを設ける。

②現用NORCのVHFと新システムの関係

＊新システムは，全ての小型レジャー船舶が対象で、

あり，海岸局はマリーナ単位の模様て穣ある。

*NORCのVHFは，一鵬船舶扱いとして現行の

まま連用できるカミ新システムのCh割当が異な

るので，取扱が問題点となる。

*NORCには，現在71,74Ch力菩l1り当てられて

いるカミ新システムでは別の7波の専用波力苓l1り

当てられる。

＊物理的には，現用無線機で新システムのCh使用

は可能であるが電力が5Wに制限されているので，

NORCの25Wて､は1却勺に運用できないことにな

る。

＊新システムを導入する新艇については,NORC

のCh割当がて綴きないと思われる。

③メ様

*NORCのVHFを現用している艇は，新システ

ムのハンディタイフ°トランシーバーを購入して，
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マリーナとの連絡に使い分ける。

＊新艇は，従来通りの申請を行うか，すべて新シス

テムにして5Wのトランシーバーを購入する。

この場合従来のNORCの71,74Chの組み込

みを郵政省に要望中である。

＊郵政省は，小型レジャー船舶は全て新システムに

移行することを望んで､いるが,NORCの現行シ

ステムは，既得権として認める方向である。

*NORC海岸局は20Wで運用しているものが多い

カミ新システムChて運用するには10Wの第2装

置を設置するか，現行無線機を1OWに改造するか

力漕用の点もあり問題である。

（ロ）新緬皮帯の周波数

会員には既に通知しているカミ本年7月1日から新周

波数の使用が義務付けられている。しかし，今後

も依然として混信が多い場合は，新周波数の割当

を要求することになるカミ船舶局側費用の負担が

かかる。

（ハ）オーストラリアPENTA海岸局の使用

NORCは,PENTA海岸局に法人加盟をした。

共通に使用できる周波数は，非常及び呼び出し用

2182KHz,4125KHz,6215KHz通信用8294

KHzである。

（二）藷閲去の改正要点

＊3級侍殊海上無線技士の免許範囲が5W以~Fて国

際VHFの使用可となった。

*5W以下の国際VHF使用局の検査省略及び予備

品書類の軽減化をはかった。

＊従来ハンディ機の単独免許は不可であった滅新

システムの5W以下の無線機では免許可能になっ

た。

ついで石原会長から，韓国漁船との混信につ

いて質問があり，鈴木委員長から，周波数を変え

ない限り混信は避けられない，新周波数に移行す

れば混信はなくなるがその分費用がかかる。との

返答があった。さらに石原会長から，電波関係の

不具合あるいは船体設備船舶職員等の問題につ

いても，行政に現状をアピールして改善を図るよ

うにすべきだbとの発言があった。

ロ清7k専務理事から，7月1日運輸省の組織改正があ

り,NORC担当課が運輸政策局海洋海事課から海上

交通局海事産業課に変更された。旨資料により報告が

あった。

ハ松木理事から，資料に基づきメルボルン大阪ダブル

ハンドヨットレース終了の概要報告があり，謝意が述

べられた。

二宮坂帆走委員長から,10月開催のJ・CUPについ

て実施要網抜粋に基づき，適用規j1ﾘはIORクラスに

16

ついてはIYRR付則14カテゴリーB,IMSクラス

についてはカテゴリーAとした。また，参加者の要望

もありクラスて、争うということころに重点を置いてク

ラス優勝を設けた。との幸晧があった。

石原会長から,JCUPは日本最高のレースであ

り，マスコミに強く働きかけ大きく取り上げて貰うこ

とが必要て､ある。方法等考えてほしい旨発言があった。

ホ大儀見副会長から，世界選手権シリーズについて，

J.CUPとの関連において次の報告があった。

太平洋地域で開催されているケンウッド，サザンクロ

ス，チャイナシー,J.CUPの4レースを,ORCが

認知した世界選手権シリーズ（パンパシフィック・サ

ーキット）としてシリーズ化しようとする働きがある

が，実現すればJ.CUPのスポンサーメリットも高

まるであろう。また,J.CUPの開催を5月に移隆
ぱサーキットの日程との整合|生がでてくる。サーキ

｜､は，奇数年の12月サザンクロス，翌偶数年3月チャ

イナシー，5月J.CUP,7～8月ケンウッドとな

り，場合によっては，米西海岸のレースを含めて2年

1サイクルという案も考えられる。

へ今岡理事から，ジヤパングアム・ヨットレースにつ

いて資料に基づき次の概要幸皓があった。

本年のレースは,12月26Hスタート,1月5日グアム

において表彰式，の日程が決定した。実行委員長は尾

島祐太郎氏，実施要項は昨年と殆ど同じ，通信につい

ては,SSB緬皮無線機及び国際VHF無線機の搭載

が義務づけとなる。

卜川端理事から，鳥羽レースについてエントリー201

隻出艇申告艇現在18膣との報告があった。

チ大儀見国際小委員長から，アドミラルズカッフ。につ

いて，最終的に出場は，仏，独俄日，英，米等8

ティームとなった。日本からは,当初50ﾌｯﾀー はム
イル，2トンは海太朗，1トンはブルーノートとう。､

カンダを諸条件を考慮して選考したが，その後変更が

あり最終的には,50フッターはウイル,2トンはカリ

ーニョ（ピッタスをチャーター),1トンはスピカ（ゴ

ーストをチャーター）となった。

また，日本チャレンジについて，「ニッポン」は，3号

艇を新造することとなった。押弾周挺の準決勝には，伊，

ニュージ，日，と仏豪の何れかが出てくるであろう，

というのが大方の見とおしである。

他に，質疑意見等はなく，以上で審議を終了し,1540,

第116回理事会を終了した。

上記高舞録に誤りのないことを証明し，記名押印する。

平成3年7月25H

議長石原慎太郎

署名人今岡又彦

署名人朝河清

■



0F応"oRf17

第32回鳥羽パールレース

CRクラス優勝の記
UFO澤田千晴

ふと前を兄ると，「あららら

ら・・・」スピンがフォアステイに

からみつき，なおもからみつこうと

している。スピンハリヤードをおと

しても，下からどんなに引っぱって

も，ぐるぐるにからみついたスピン

はびくともしないし，ほどけもしな

い。せっかくここまて､､いいスピード

を保ってきたのに，早くスピンを'111

収しなければ・・・。結局唯一の男

性クルーがマストに識り，マストト

ップ。て畿ハリヤードをカットしたが，

おちたのはスピンのヘッド部分だけ。

悪戦苫闘し，ようやくスピン111収が

て．きたのとほぼ同時にスピンアッフ。。

この間のロスを少して、も早くとり戻

さなければもその頃には、神ｲ元島

の灯台カミスターン方向て叡大きく光

っていた。艇もスピンも安定したと

ころて､；またもとのスピンをあげ直

した。後はダイレク|､に三崎をII指

すだけ。しかし、オールワッチて､こ

こまて､走って米た私達に睡魔がおそ

う。乗員6名のため，スピン帆走し

ながらワッチを組むことは出来ない。

ここでみんな寝ないて頑張れば勝て

るかもしれないソ､／／と川島オーナ

ー自ら励ましてくれる。週‘ﾄ|灘に比

鳥羽パールレースCRクラススタ

ート時亥l1,午後12時20分。レース前，

風向，糊充の]ailllをたて，これから

のレース展開を楽しみにUFOは，

好調なスタートをきる予定て叡あった。

が，すて､､に予想を反し，7～8分遅

れて､､スタートラインをきることにな

くてしまった。ラインが良く，しか
アウターが分〈確認て､きなかった

結果て叡ある。1IJ挺も同じ邸由のため

か本船よりは，団子状態。至ってlﾘl

るいUFOのクルー達は，いつまで、

もスタート出遅れを気にせず，現在

のセーリングに集中している。上側

て､､スピンアッフ･でトラプっている艇、

スピンアッフ･しない艇を横目に,U

FOのすべりは至って好洲。沖出し

た艇とのスピードを上陳交すると岸よ

りのほうがのびてきる。UFOはそ

のまま岸よりのコースをとり，反流

を考えながらも針路を伽jil崎に向け，

最煙コースを走ろうとしていた。そ

の頃には，風は25ノット位まであが

り，述州灘の波も悪く，幾度がプロ

ペチングしながらも快走していた。
ヤー|､チェックは1時間毎に行い，

常に直線で佃哺ij崎沖3～5マイルを

通過て､､きる様に艇を走らせた。その

時の艇速およそ9．3ノット。安定し

たSEの風が吹き続き,ja想以上に

早く佃哨il崎沖を通過。次はｲｧ廊崎と

神子元島の間を1-l指し、常に燕II!

離を走る。神子元島の北側にはいく

つかの厄介な根がひそんて､､いるか，

そこはベテランの川島オーナー。

「大丈夫，通れるところはちゃんと

ある｡」とのお言葉。神子元島通過

手前では，陽気なクルー達の表情に

も多少の疲れが見えている。私は中

でチャートチェックを終え，デッキ

に上がろうとすると何やら騒々しい。

くれば；波の波長は長くなり，走ら

せやすいが波に合わせればワイルド

ジャイブしてしまう。E|]席にフ･リベ

ンタ、－を取り付け，三崎へ向けサー

フィングしてゆく。夜が明けると前

後にいくつかのスピンが見える。U

FOより小型艇は前に見えない。ひ

ょっとしたらの期待が胸をよぎる。

肌は急におち，フィニッシュライン

が近くて遠い。神津島IUりのIOR

艇がUFOを追い抜いてゆく。もう

少し。やっとUFOのフィニッシュ

ホーンが，ひときわ高く聴こえた。

,!'.5羽パールレース終ro2711午前6

時59分52秒。回航も含め1週間ぶり

に家に帰れる。果たして勝|大|は何

か？スタート当日，最後の船底みが

きをしたこと。最短の距離を走った

こと,19時間にわたり自分達の役害ll

をこなしきったこと。そして何より

も，人間より数倍|生格て頭のいいG

PSのおかげでしょうか？川島オー

ナー含め男性2名，女性4名で､走り

きった鳥羽パールレースてゞした。
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幻の東京港ボート天国1991

「ボー|､天国｣…たとえれば海の

歩行者天|玉|・港の中の一定水域が一

定時間，マリンレジャー愛好者を始

め広く一般の方々 に|ﾘﾄl放されること

により，気軽にマリンレジャーを楽

しみながら安全・海事思想の普及や

マナー・技術の向上に役立ってもら

おうというもの。海上保安庁では，

海洋レジャーの事故を防止すること

により健全な発展を資するための政

策の一環として，昭和63年より港湾

管理者やその他多数の関係者と連勝

し，7～9月を中心に全国各地で実

施している。昨年は27港で､28万人，

約420嵯が参加したそう心

さて，9/8（日）に第51山を迎え

た「ポート天国」だが，第3回まてゞ

はスポーッニッボン新聞社のバック

アップ･て翻開催されていた。しかし前

Iplから何故か外されたカミ前東京海

上保安部航行安全課長貞岡様のご尽

力て譲復活，晴海沖で地元II'央区ヨッ

ト連盟・東京ヨット連盟と共に関東

支部が主催し，東京フリートが主管

した。今回は区連が区大会のため都

連と協力して準備に当たった。また，

小沢関東1ルヒ委員長のご尽力によ')，

支部から袖肋金を頂くことができ一

歩前進したと思う。だが海事普及W，

想の点からも，絶好の鯉台て､ある

「ポート天国」は，支部行事として

確立されることを願うもので､ある。

今大会は，地元の「勝閏橋を'－2げ

る会」と連動する事により，マスコ

ミで事前に大きく取り上げられ，特

に読売新聞全国版に掲救されたため、

TV5局からの問い合せ力湘次ぎ、

FM東京でも放送されたことで；東

京はもとより，千葉，埼玉，茨城，

神奈川から，体験乗船希望者が100

名を越すにいたった。体験乗船者の

方々には，カネポーホームフ。ロタ較ク

ツ（株）より，石鹸とi品泉入浴剤を

ご提供頂いた。パレード参加のため

前日から浜岡鱈の特設バースに係留

する艇には，巴工業（株）よりフラ

ンスワインを破格値て頂くことがで、

きた。この泊地は保安部，者峠湾局

のご好意により15艇分荊櫛呆できたが．

泊地がある事で；レース参加艇体

験乗船艇パレード参加艇数の増加

に結びつくことを痛切に感じると共

へ

東京フリート

米田亘樹子

に，ケストバースのI-II期開設を関係

官庁に切に要望したい。そして者噸

光汽船（株)，五洋建設（株)，東亜

建設1業（槻の各社には保安部を

通して，ご協力頂けることになって

いた。この紙面を惜りて御礼中しl-.

け､ると共に，次回でもご協力の程

宜しくおl紺い申し上げます。

ところて､､今回は，嵐を呼ぶ実行委

員がいたためか？台風15号の景響窪
前日の午前9時早々に中止決定,－

行ったが，保安部からは早期渕析に

対して，良い詔面を頂いた。だカミ

参加艇と最終連絡が取れず，泊地に

出向き到着を待つ羽IIになった。こ

のことから，参加II1込耆にホームポ

ートのTEL記入と|Ⅱ|舟祁寺の琴各体

制を，明確にｷ凹屋出来るよう整える

べきて､､あり，参加艇にもご協力をお

願いしたい。中止になったことで；

天国から地獄が見えたものの，当ll

の豪雨の中を駆けつけて下さった，

関東ミドルポートオーナーズクラブ

の方々が天使に見えたり，運営の改

善点が分かつたりと大変有意義な

「幻のポート天国」て、あった。



沖繩がII本倒吊を果たしてから，

来年で早や二十年目を迎えます。

日本外洋'W陸協会では沖縄のII本

復帰を記念してスタートしたレース

を継続してまいりましたが，来年二

十周年のイベントとして沖縄→東京

間の外洋レースを設定しております。

平成三年|叫月二十ﾉLII沖縄・宜野

湾沖をスタート神奈川油ツポ迄の八

百三十マイルを競う外洋帆走レース

となります。

沖縄では参加艇の皆様を楽しくお

迎えすべ〈，想いを込め，歓迎の準

備を椎めております。

沖縄は復帰二十年の問に政治的に

へ纈斉的にも大きな変動を経験しま
したが，社会基盤の整備も椎み，美

しい自然にも助けられ，リゾー|､先

進県としての立場も確立しつつあ'）
土弐一
d，ソo

熱きⅢI潮のたぎる全国のヨシ|､マ

ンの皆様／思情，肝心の沖縄の人情

と，あくまて青い沖縄の海を楽しむ

と共に，海洋ロマンにlｿ､域いただけ

ます様，心から御案|ﾉjさせていただ

きます。

NORC沖縄支部

東江正喜

_添畑薫j
ヨット写真展
：

､RACING

|J+H』Ⅲ
91年111-I25I1(II)～12)17｢ltt)

10:00AM～5:30PM<｢III1削|休館＞

（初Hは12:00PMから※ぷ土曜i｣は

4:00PMまて､､）

主催／|､－ヨコグルーフ・‐

場所／トーヨコかなしんギャラリー

樹兵市｢|IIXlll下町89-6トーヨコグ

ループ本社ピルlF

竃お問い合ｲうせ恋045-664-6141
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めんそ一れ沖縄ﾍノ

スタート潅受となる宣野湾巷マリーナ

相模湾新春親善レース

申年の計は新舂レースにあり

ヨットレースが大好きな方にも

ヨツトレースがほどほどに好きな方にも

ヨットレースが初めての方にも

初舂にふさわしい，相模湾新舂親善レースに御期待下さい。

1.日時平成4年1月2日11:00スタート

2海域相模湾シーボニヤ沖

3.レーテイングNORCクルーザーレーティング

4.賞優勝～12位まで表彰

5.出艇料LOA39ft未満8千円以上1万2千円

6.締切平成3年12月14日

7.艇長会議平成3年12月19日18:00八重》'l'|国労会館

8.申込先NORC本部TELO3-3504-1911

レース委員長シーボニヤフリート・キャプテン蒲谷和行
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｢トーヨコカップJAPAN-GUAMヨットレース'92」進捗状況報告

『JAPAN-GUAMョツトレース'92皇実施委員会

委員長尾島裕太郎

I今年もトーヨコグルーブ・グァム政府観光局及びコンチネン

タルマイクロネシア航空㈱のこ協力をいただきrJAPAN-GUAM

ヨットレース'92」の委員会編成会議を開催したのは5月でした。

前年度に引続き私が委員長の重責をお引き受けすることになりまし

た。委員一同JGYRのスケジュール及U組織編成の前にJGYR'91をス

タディし,JGYR委員会活動の政策を定め，委員会活動の枠組みを

明確にし今後の指針としたい旨出席方々に了承をお願いし，こ理解

をいたた.いた。

JGYR委員会舌動政策決定の前提条件

①主催日本外洋帆走協会

｜レースに関わる全ての規貝llの供給及び権限

2緊急対応として情報収集及び発信

3協賛・協力先の決定

4公的機関（日本及びグァム政府関係官庁他）に対する支援協

力依頼

②共管油壺ベイヨットクラブ(ABYC)及びマリアナスヨットク

ラブ(MYC)

|MYCJGYR受入機能の有料提供。

2ABYC環境（人材・場所）の支援。

（主催と共管の関係を雲里する年と認識）

③JGYR実施委員会は極力小さな組織を目指す。

11次に①~⑤を検討し，初参加の委員も楽しくJGYR運営に参加

でき新入委員の養成が可能な委員会編成を行い,JGYRの国際的な

発展を目標に委員会運営政策の作成にあたった。

①JGYR政策実施を円滑に行うため，主催・共管の機能明確化

NORC事務局とJGYR委員会の活動を細分化・分析し，これらを委員

会編成の人事資料とする。

②委員養成も含め長期的立場に立って，毎年JGYR委員会に必要な

委員の自動的な編成が出来るよう，委員養成システムの構築をはか

る。

③vORC委員会活動の活|生化策を立案導入。

④jAPAN､GUAMヨットレース参加可能な範囲にある海外ヨットク

ラブに対しJGYRニュースのリリース。

⑤｣GYRを実施する必要最少人員の想定及び↑鋸L

ⅡIトーヨコカツフ~JAPAN-GUAMヨツトレース'92実施委員会運

営政策

聯目織委員会（案）の設置

トーヨコグルーブ代表・日本外洋帆走協会専務理事・東急エージェ

ンシー株式会社担当部長

油壺ベイヨットクラブコモドアー・マリアナスヨットクラブコモド

アー

｜上記組織委員会の効用としてトーヨコカッフijAPAN-GUAMヨット

レース'92実施にあたり，対外向けJGYR概念の統一を計る。

2それぞれの責任確認。

②実施委員会の組織

l委員長

2総務委員会マネージャー・会計担当・レース委員[NORC事務

局・情報収集とリリース］

3ジュリー（レースフィニッシュマネージャーと兼任）

4レーススタートマネージャー

5レースフィニッシュマネージャー

6通信マネージャー

7会報委員レース（レース委員と兼任）会報小委員会にJGYR

Committee出向を依頼した。

8上記各マネージャーに総務委員会に属するレース委員を必要数

配置する。

③レース委員の公募

|IIへ②③の実施案としてoffshore誌上にて公募する。尚専門誌に

協力依頼を行った。採用条件として,NORC会員又は会員の推薦者，

共管先である油壺ベイヨットクラブ会員又は会員の子弟。(NORC非

会員の場合,NORC入会を進め2名の正会員瑠呆が出来た）

2平行して自費参加していただく顧問の公募も行った。これは

若い新入レース委員の教育及びNORC会員のボランティア意識刺激

策にとり入れた。

④レース委員のトレーニング

｜レース委員全員参加を目指しパソコンによる,|MS,IORII|頁位

言慎のシステムの研修開催。（専門委員会に講師を依頼する予定）へ
2スタート及びフイニッシュのトレーニングカリキュラム作成

A座学研修レース委員のマニュアルを熟知した会員に依頼した。

B体験研修遅くなってしまったがこれから実施するレースに便

乗をお願いする予定。本来は5月頃レース委員の選考を終了し，ジ

ャパンカッうめお手伝い兼体謝ﾁf修としたかった。

Cシミュレーション研修昨年JGYRを体験した委員の方々に協力

をあおぎ机の上のフィニッシュワークで研修会を行う予定。VTR

の必要性を強く感じ，深く反省。（昨年グァムに到着後，私が8ミ

リVTRを日本に忘れたことに気付いた）

3③～'’2は事前の期間を充分に取り全ての項目にわたり,各専門委

員会に依頼すべきであるが，今回は時間の問題もあり，身近な方々

に無理を承知で協力をお願いした。

⑤管理システムのマニュアル化

｜実行管理関係先とのリレーション及び国内・海外に対するJG

YRニユースリ|ノースから実施に至るまで｜年のスケジュールに乗

せた実施管理のマニュアルが必要。今年の委員会は，スケジュール

のファイル完成まて解散しないことにした。

2予算管理見積予算表と実行予算表の作成各委員参加のもとに

照合を行うことで翌年の予算作成に寄与する。

3人事管理レース終了後,委員の半数に再度参加を依頼し次年一
のレース委員に応募選考された新人教育に協力してもらう。

4緊急対応策文書化に取り組む。

⑧JGYR参加希望艇の推進策

｜参加艇の船積み帰国が参加艇オーナーと業者の協力で実現した。

2少なくとも5月より募集を開始したい。深く反省。

V以下JGYR終了までのスケジュールは実施要項のとおりとす

る。

DJGYR委員会のみ,3月初旬までにJGYRスケジュール管理

ファイルの完成（委員のみなさん，約束したんだぞ）以上
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IMSパフオーマンスパツケージの案内NORCIMS描壜委員会
パフォーマンスパッケージとは,IMSにより得られパッケージを取得て､､きるように頒布いたします。

る各艇の性能をポーラタ、イアク、ラム（円グラフ）にした御希望の方は1I1込用紙にご記入のうえ，代金25,000円

ものです。6～20Ktの風速を6段階に分け，それぞれのを添付のうえ~卜記へお申し込み1､~さい。

瓜速におけるクローズホールドからフリーまて､､のポートなお，発送には，申込受領の後コンピュータ処理を行

スピードが表>jくされているために，艇のチューニンク識目いますのて､;2週間ほど必要とします。ご了承~ドさい。

標として有効とな')ます。申込先〒105港区虎ノ門1-11-2第二舟舗日振興

NORCて､､は．IMS取ｲﾄ艇に対してパフォーマンスビル5階(*ljl-l本外南Ⅱ‘陸協会IMS推進委員会

IOR,IMSオフィシャルメジャラー名簿 1991年811111塊在
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ウルマーセール

ウルマーセール

セィルスパイワ

セィルスパイワ

セィルスパイワ

フッドセール
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IMSに取り組もう[GETTINGINTOIMS]
渡辺修治

（1）オーストラリアのIMS

3m24日の『メルポルンー大阪.D．H.ヨットレー

ス』のスタートを見送った翌R,私達はシドニーのCY

CA(CruisingYachtClubofAustralia)を訪ねた。

CYCAは,1945年(終戦の年）に『シドニー・ホバー

ト・レース』を始めた名門ヨットクラブである。セクレ

タリーのBrenacさんに,オーストラリアのIMSの実情

をうかがった。Brenacさんは，クラブの機関誌く

OFFSHORE>の特集号:<GETTINGINTOIMS

>April/Mayl989<IMSHandbook>April

/Mayl990の2冊のパンフレットを,我々に渡して

話を始めた。2冊とも，アメリカ,USYRUの機関誌く

AMERICANSAILOR>から許しをもらって転載し

たものであるという。

AYF(AustralianYachtingFcderation)はIMS

の導入を決定すると,f没新式の計測ユニッ1,4組を購入

した。それから，アメリカ,USYRUのメジヤラーに来

てもらって,各jl|､|のIORメジャラーを集めてIMSの

講習会を開いた。

CYCAで､は10,000A$を費やして－基のスリップ･ウ

エーのクレードルをIMSRfilll専用に改装終術した。（写

真参考）

IMS計測を受けるヨットは，クルードルに水平に乗

せて,引き上げられる。クレードルの両側には,計測マシ

ンのベースになるアルミ製のレール（約30センチ角）を

水平に乗せるブラケッ|､がしっかりと溶接て取付けてあ

る。これに左右2本のレールをヨットの船体'i!心に平行

に|!'il定すればマシン計測の準備はOKである。

Brenacさんの誰では,15メーター級のヨットて、も,4時

|川あれば計れるという。

IMS計測を受け,サーティフイケートを貰うのに必

要な費用は,次の通りである。(10m-15m･LOAの

ヨットの場合）：

クレードルに溶接されたブラケット(写真左端中央）

1．シリーズプロタ魯クション・ヨットIOR証書あ

り350A$

2．シリーズプロタ、クション・ヨットIOR未計i則

500A$

3．ワンオフ.ヨットIORi;I[苔あI)600A$

‘1．ワンオフ.ヨットIOR未計測75()A$

4ケース共,LOAが10m未満の場合は50A$引き，

LOAが15mを越す場合は50A$を加える。(1A$は

約110円）

Brenacさんは,CYCAは1990年から，『シドニー・ホ

バート・レース』を始め主なレースには,IMSデイ崖
ジョンを設けたのて綴,IORレースに出られなくなっ

111-いヨットや『クルーザー／レーサー』タイプ･のヨット

が橘気づいたと言う。

<GETTINGINTOIMS>は，個々のヨットマンや

レースコミッティを対象にした,IMSの人|1'lガイドで、

ある。IMSの原理，機能，ハンディキャップ･レースの

採ﾉ,'､(法の概略を説明している。

冒頭には,｢IMSは広範囲のクルーザー／レーサーに

対するハンディキャップ。・システムとしては,かつて無

かった，極めて正確な方法て余ある。呪在のアメリカ

(1989年2月）で､は2550隻以上のヨシ|､がIMS計iHIIを

受けている。『Transpac』や『SouthernOcean

RacingConference』の様なメジャー・イベン|､で､も

IMSのフリートが増えている。1988年の『Chicago-

Macinac｣,｢Newport-Bermudaレース』の参加艇

の90%はIMS艇て・あった。IMSのフリー|､は,束海

岸から五大湖,西海岸,ハワイまでアメリカ全土に拡が声
ている」と述べている。

<IMSHandbook>はもう一歩進んて､､,IMSによ

るレースのスコアリングの方法を詳細に述べ,IMSの

低亡力,IMSの将来の進歩について説明している。

(2)ORC傘下のIMS

昨年11月のORCでは,議長のJ.Bourkeさんが「I

計ﾛl1マシンのベースになるアルミレール(写真右）
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MSフリートの成長は顕著て､､,昨年より50%増えて3600れている。

隻になった。一方,IORフリートは,予想した種成少せCHSとはどんなルールなのか？＜Seahorse＞

ず,4900隻（前年5300隻)て、IMSフリートを上回ってぃ(Jan.1990)にはCHSルールの原理を次のように説明

る」と述べている。している。

ヨーロッパでは,オランダ,ドイツ等て、IMSが歓迎さ1.CHSのレーテイングの公式は秘密で公開されな

れ,大部分のヨットマンはIOR離れをして,IMSによい。他の計測レーテイングルールの弱点であった，

るレースが盛んになっているらしい。Dehler造船所で､は人為的な調乍がて緩きない様にするためて鹸ある。

IORデザインのDB2の建造を減らし,VandeStadt2.計測値はポートビルダーやオーナーからの宣誓申

34の様な，ファミリー・クルーザー／レーサーの建造に告によるものを用いる。

切り替え,34sは1000隻以上売れたという。各ヨットクラブにはCHSレーテイングオフィスの

一方,イギリスのIMSフリートは伸び悩んでいるらし代表がおり，オーナーに申告書の書き方を握享し,サ

い。RORCの機関誌<Seahorse>(Jan.1991)にはインする。

「RORCでは簡易ルールのCHS(Channel3.CHSルールは安定して炎続きすることが狙いて､､，

HandicapSystem)が盛んて､､,IMS艇は472隻に留まIORのような改正はない。このI1寺点で､CHSレー

った。イギリス，フランスを通じて,IMSによるレーステイングを持っているヨットは,RORCて､2500隻
へ

やっているヨットクラブは無い。IMSがアピールしフランスのFFVて350隻て､､あった。

ない理ll1として考えられる点は,オーナーにとっては費IORの公式は,RORCルールの公式を使ったもの

川が向く，レース主催者にとっては複淵砥ぎ,観客,一般であり，イギリスのヨットマンはアメリカ生まれの1M

のヨットマンにとっては理解し難いことである」と言かSには素直に入って行けないのかも知れない。

"美美"オーナー金井準一氏亡くなられる
NORC西内海支部会

員金井準一氏が，9月

1日亡くなられた。享年

49才であった。氏は法政

大学ヨット部宅前広島

フリート・フリートキヤ

フ。テン,'74年より”モン

テカルロ"’'79年より”

美美”オーナーて鰻あった。

言冥福をお祈りしたい。

ｰぬぜ

≠お，”美美”の主な出場レースは以下の通り。

『パンナム・クリッパーレース』

『ケンウッドカッフ?』

『アリランレース』

『ハワイー広島ピースカッフ?』

『ビック守ポート選手褐

『SKKカッフコ

『フリートレース』他

●

ボンボヤージュ,金井準一さん／

玄海支部片倉静江

今度は貴方のご出発になりましたね。かなりいそいで

出発されたところをみると，あちら億万浄土て穣ヨットレ

ースでも開催されるのて鹸すか？広島にこの人ありとい

われる位の名艇“美美”のオーナースキッパーの貴方の

ことですからそれ以外考えられません。

私が初めて『アリランレース』に参加した時からのお

つきあいですから，かれこれ12年位になりますか。私も

あれから毎回出場しておりますので；『アリラン～』に限

り博多では数少ない最多出場艇の一人になりました。今

年の『アリランレース』の時,釜山て鹸開かれた大韓ヨッ

ト協会とのレセプションの会場で「"美美”は『アリラン

レース』も，『ケンウッド～』も日本艇としては最多出場

艇ですよ，ご存じて．した？」と誇らしげに話していらっ

しゃいましたね。『アリランレース』の方は知っていまし

たが『ケンウッド～』も最多出場とは存じませんでした。

そのエオ､ルギーは凄いの一語につきます。

今年の『アリランレース』もエントリーがかなり，遅

れていましたのでお電話をいれ，不参加ですか？と聞き

ましたらとんでもない，『ケンウッド～』と『釜山レー

ス』を交互に楽しんでいる私ですよとおつしやいました。

2年前玄海支部が『オークランド～福岡レース』に大奮

闘している頃西内海支部も金井さんを中心に『ホノル

ル～広島レース』に頑張っていましたね。大き江体にい

つも笑みを浮かべていた童顔そして太い大きな声を思

い出します。

もうご一緒に玄海灘を走れないのかと思うと淋しいで

すね。長い間毎回かかさず『アリランレース』にご参加

頂きまして有難うございました。そちらでのご健闘を祈

っております。（ヨットマンはやはりヨットに乗るべきで

した。オートバイなんかに乗っちゃいけませんよ｡）
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OFFSHOREBRIEFS

Abstl･actsofselecte(lal･ticlesfl･omapreviousissuetl･anslatedfori''tel･nationall･eaders

VOlumel94(JULY,1991)

2ndYAMAHA-OSAKACUP

Melbourne-Osakadouble-handedraceends

(pagel4tol6)

Themajorityofboatsparticipatingappeared

tobeexperiencingsometroublesRepairswere

beingconductedintheshadesofislandsfor

troublewithstays,waterleakage,andsoon.Of

course,speedwasdelayedwhilethisl-epair

wastakingplace.Ifonewastohopetowin

thisrace,carefulpreparationisamustto

avoidsuchtroubles.Ifsuchweretooccurone

afteranother,onewouldhavetoabandonsuch
l

hopes.

Itisnoteasytocomparetheeffectsofwinds

regardingthespeedofayacht.Yet,ill

comparisontothepreviousrace,onecould

saytheboatswerenotparticularlvblessedbv

goodones.Theplainfactisthatboat

performanceitselfhasimproved・Boatswitha

lengthbetweenlO-12meters,theclasswiththe

shortestlength,wereabletopassthoseof

greaterinsize.Thisviewwasquite
consplcuous.

3rdHATSUSHIMAdoubl=handedrace

it'snotayachtraceunlessit'sfun

(page26and27)

Itwouldbeanexaggerationtosaythatthe

coreofayachtraceistrustbetweenthose

involvedtogetherwithadventuresome

HatSushimahearts.Yet,theHatSushimaDouble-handed

Racewasstartedwithasmallerversionof

thatconceptinmind.

Thisvearitwelcomesitsthirdtimeround.A

greatnumberoffleets,reachingthegreat

numberof59,willbeparticipatingthis

time.ThelMSdivisionwasnewlvestablished

bvtherecommendationfromNORC.Asa

result,togetherwiththeCRdivisionandlOR

division,itwillreachatotalofthreeclasses"-

andfivedivisions.Eventhestartwillbe

dividedintothreeparts,startingfromthose

ratedassmallest.A30minutedifferencewill

beleftbetweenthedeparturesofthegroups.
Membel･si'ltheZushiMarinaSailboatClub

areupholdingthesIogan''1t'snotayacht

raceunlessit'sfun''.Theyaresupportingthis

eventthroughvolunteeractivitieswiththeir

maximumefforts.Inaddition,manvsail

makersandothersarealsoactingassponsors

thisyear.Theskippers'meetingwasstartedin
goodspiritwithHeinekkenbeer.

NovestCompanyofJapancontributedeight
kilogramsofwholeroastedturkeysforthe

party.Togetherwithcustomaryyacht-man's

drinkofrum,''mountgay",thepartyendedall
tooquicIv.

ユ ピ

PARTY

'一
TheZushiMarinasailboatclub,thehost,was

sponsoredbyRemyJapanCoandseveralsail

makingcompalliesasinthepreviousyear.

AdditionalsponsorshipwasfromHitaChi,

Heinekken,NipponNobestGreenHomes,
AricaandSLP.

THEDOUBLE-HANDEDRACENEXTYEAR

ATHATSUSHIMA

Thisisalreadythethirdtimethehostingclub

isactingthisrole.Inthisway,itwouldnot
beasurpriseforittobemoreused-tothe

art.Yet,duetoillcreaseinpartiCipating
boats,itisexperiencingdifficulties.

Ithopestoleaveanearopentoopinionsof

morepersonsinthecomingfutureand

continuemanagementwiththeparticipants
actingatthecore.
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戸建住宅の前の逼可にはポンツーンを設置

水門ロマ'ノーナ内水面高は一定に保たれる
a

”副鼻”蕊
9月5H,オフショア誌もマリン

各誌の仲間に入れてもらい，長崎オ

ランダ村ハウステンポス取材行に参

加した。長崎オランダ村はテーマパ

ークのひとつとして注目を集めてい

るカミ長崎の歴史的背景と木造帆船

う。リンスウィレム・観光丸・威臨

丸･70棟の洋館等の復元に見られる

徹底的な本物志向で；東京ディズニ

ーランドやスペースワールド（北九

州市）などとは異なったコンセフ･ト

を持っている。

TDL(東京ディズニーランド）

効果などと言われているカミTDL

巽毎年1000万人の入場者を集め，そ
値按．間接の緬斉波及効果は一兆

円に達するとか，ために千葉県はT

DLの県政に及ぼす影響を考え，株

式取得による経営参加を決定したそ

うだも

ハウステンポスフ。ロジェクトは長

崎オランダ村グループを中心に長崎

県，佐世保市，多数の大企業や地元

企業からなる第三セクター方式のプ

ロジェクトで；“ハウステンポス

懇⑮舅q頚(熟受)見聞記
町”という町名の決定やJR大村線

の“ハウステンポス駅”の新設等に

見られるように地域開発の面で地元

の熱い期待を集めている。総開発面

積は152ha-C周辺の住宅地開発に

より10,000人の街ができ，雇用者数

は3,500人にのぼる。施設面積は

120ha(現オランダ村の約12㈲で，

ここに全長6kmmg20mの運河が巡ら

され，文ｲ酵戈養施設，マリンレジャ

ー施設アメニティ施設ショッピ

ング飲食施設宿泊施設住宅分譲

など多彩な施設展開がなされている。

工事は70％の仕上がり-C来年3月

25日に第一期オープンの予定である。
ハウｽﾃﾝボス

HUISTENBOSCHは『森の

家』の意で；ハーグ市のベアトリッ

クス女王の宮殿『パレスハウス

テンポス』にちなんて鹸命名されたも

ので，この宮殿がシンボルとして復

元没堂造されている。

取材の目玉は水上係留（30～50

ft)で日本一の規模といわれる33側廷

収容のマリーナとう。ライベートハー

バーである。”自家用ポンツーンを

持ちたい”というシーマンの最大の

夢を満たす顛酉なオランダ風住宅が

130戸，マンションが10棟120戸で；

このうち157戸に30～50ftのクルー

ザーが係留でき，マリーナには173

のバースが設けられる。護岸は全て

石積み，艇から海中への排水は一切

禁止さ沁艇内のタンクより陸上へ

汲み上げる設備があり，自然環寛・

生態系の保全には周到な酉聴がなさ

れており，クラブハウス・修理施設

も完備している。

10月初旬より第一期の募集力浦始

される予定だが，戸建住宅（廻未90

~230m2,敷地300～1,000m2)は

7,000～28,800万円。マンション

（専有70～100m2)は4,800～8,400

万円の予定。（係留権及び消費税別）

係留費関係は30ftで年90万円～

50ftで年180万円，保証預り金1500

~3000万円（入会金200万円を含

む）を予定しているとのことである。

問い合せ先は－佐世保市ハウステ

ンポス町4002-l長崎オランダも村㈱

ｿソ尋－卜開発本部0956-58-5369

_zf宣基_i
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i明日召蕊
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第巳回ジャパンIORワントンカッブ
本年4月に，ワントンポートオー

ナーズクラブが結成され，第1回の

ワントンカッフ。が5月に行われた。

その後品川に繋留中のアーカンベ

イの後藤氏所有の大型クルーザーを

会議場としてお借りし，たびたび意

見交換と親睦が行われた。メンバー

からは，「ぜひジヤパンカッフ。前に

もう一度ワントンカッフ。を開催した

い」という要望が強く，9月の連休

に第2回大会を開催することになっ

た。

前回の経験て運営上は，さして問

題なく行なえ，みなの協力によって，

少ない予算で円滑な運営ができた。

また，会員1人1人がなんらかの役

割を責任をもって果してくれるので､，

自分達力斗乍り上げているレースとい

う認識力稚〈，大きな盛り上がりが

あるのだと思う。

現在IORポートの世界の趨勢は，

レベルレース化しており，特にワン

トンレースは，ヨーロッパを中心に，

年間7回のシリーズを消化している。

その中の2['1カミサルジニアカップ。

とワントンワールドカップ。である。

開催場所もスウェーデンから始まり，

デンマーク，キール，サルジニア，

スペインと1月に1回のスケジュー

ルでサーキットを転戦している。こ

のサーキットに参加している15隻以

上の艇カミ移動しながらこれだけの

レースを消化するのは，オーナーや

クルーにとって大きな負担であると

察することができるカミそれ以上に

レースのおもしろさがこのレベルレ

ースにはあるのだと思う。

今回のワントンカッフ。は，ジヤパ

ンカッフ。を間近に控え，各ポートの

仕上がりもよく，充実したレースに

なった。直前にボーイが参加できな

くなったのは残念であったカミ今回

もブルーノートが安定した力を見せ，

5レース中3度のトップを果たし，

底力を見せつけた。以下2位ﾌﾟロパ

安定した走で総合｜位となった「ブルーノート」

ガンタ､3位アーカンベイであった。

各マーク回航と，今回は，下フイニ

ッシュにしたこともあって，ゴール

前のジャイブ合戦は，非常に見ごた

えがあったのではないだろうか。

今回一番印象に残ったのは，関西

よりはるばる馬場オーナー率いるサ

マーガールが参加してくれたことで、

あった。折からの台風で､，回航に支

障を来たしているのではないかと毎

日やきもきしていたカミ案の定，台

風に捕まり，和歌山で足止めされて

しまった。その後クルーの不眠不

休の努力で；油壺に向かっていたの

だが連絡も取れず，レース初日の朝

を迎えてしまった。オーナーの馬場

氏の意気込みからして，大変残念だ

ったにちがいない。その日，サマー

ガールの方々には，コミッティをお

願いした。翌朝回航クルーが漁船

に依頼して連絡をしてきて，「エン

ジン蜘境のため城ケ島沖で帆走して

いる」とのこと。オーナーは，すぐ

パワーボートを借りて飛び出してい

った。私も何か援助して差し上げた

かったが，レーススタートの時刻が

追っているのて：油壺を出港するこ

とにした。レース海面に向かうため

機走していると，遠くから曳航され

一

てこちらに向かってくるサマーガー

ルを認めることができた。台風に叩

かれながらも必死にレースに参加し

ようと頑張っている姿を見て，思わ

ず涙がこぼれそうになった。きし〈

も，去年ケンウッドカッフqで我プロ

パガンダと壮烈な戦いを演じたブラ

ブーラとの感激的な再会でもあった。

驚くべきことにサマーガールは，油

壺に入った後エンジン故障のまま

帆走で､レース海面にたどり着き，午

後のレースから参戦して，整備不十

分ながらも3位4位と健闘した｡ハ
ヮントンポートオーナーズクララ

は，新艇となったカラスにサマーガ

ールを加え9艇となった。現在，ヨ

ーロッパのワントンポートオーナー

ズクラブとも連絡を取り始め,10月

末にイタリアて、ミーティングを行う

ことになっており，世界的な動きの

中に日本が参加しつつある。私たち

の夢であったワントンワールドの日

本開催もそう遠いことではないかも

知れない。

ワントンボートオーナーズクラブ

事務局石渡一夫

※レース成績は次号掲載
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1991MEDIUMBOAT

AUTUMNREGATTA
御
umn

恥
麺

’
２
ａAu

フィニッシュラインを最初に切っ

たヨットカミ勝者になるのがレベルレ

ースである。それに近いレースをし

ようと9月22,23日の両日,M－ポ

ートオータムレガッタは台風の合間

を縫って開催され，微風～順風の中，

まずまずの風域て､､13艇力参加し3レ

ースカ競われた。
へ

中て､も％トンの争いは熾烈て亀サエ

ラ，シルフィードの2艇のファーポ

ートとチャーチャン，ジュルビアン

が絡み，各レグではラフイングマッ

チや激しいバトルがみられ競技す

る側と見る側の両方を堪能させた。

新デザインのファーポート，サエラ

にはハリヤードウインチがなくセー

ルは人力で揚げる。シェークダウン

不足とはいえ微風『て翻は速く第1レー

スて線は各レグで首位が入れ替わるス

リリング産展開になったカミ最終レ

グでの風の振れを掴み首位風が安

定した第2レースでは他を大きく引

き離して2連勝した。しかし完全優

勝かと思われた第3レースでフォー

基くディングペラが閉じないというア
シデントに見舞われチャーチャン

に初代チャンピオンの座を譲った。

3位にはニューセールを温存し旧セ

ールで戦ったシルフイード，4位は

健闘したジュルビアン，5位はi銅『

て鋭い走りを見せた女性クルーチー

ムのセレンディピティー，6位は最

終レースで意地を見せたものの御軋

に本来のポテンシャルを出せなかっ

たハーフタイムが入ったカミート付付

3艇はジャパンカッフ｡で再び激しく

競り合うのは間違いない。

焔トンは同型艇同士の争いになった

がアフロディータに軍配が上がった。

CRクラスはメルルーサが楽に勝

ったカミタ焼けこ焼けのDNCやり

ブラの人手不足にも助けられた。か

くして3クラスの勝者には（株）レ

ナウン提供のチャンピオンジャケッ

トが着せられパーティーでは（槻

日本ノーベスト提供のターキーステ

ーキに舌鼓を打った。

＊＊＊

今年は準備期間も予算もなく，ぶっ

つけ本番のレースにもかかわらず多

数の艇に参加と協力をいただいた。

“来年もやろう”というオーナーが

多い。今年とホストクラブの逗子マ

リーナヨットクラブが強力にバック

アップ。してくれた。かつて“レース

の虫”だったコミティーの一人力薄

くなった頭を撫でながら，目を細め

てレースを見守っていたのが印象的

であった。

mR･3/4トンクラス

艇符lR2R3R総合

CharChan2211

Caetlall62

SYLPHIDES4323

JeReviens343;1

Serendipity5545

I-IALFTIME6656

10R･ノ、一フトンクラス

艇将1R2R3R総合

アフロディータJr2111

ASIANSTORM1222

CRクラス

lR2R3R 蕊
Ｉ
ノ
ー芯
１
２
３
４
５

１艇名

メルルーサ

LIBRA

TANGO

夕焼けこ焼け

|HOLIDAY ６
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３
４
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Ｎ
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CUP小樽オーブンヨットレースオ
YAMAHA
CREO

蕊
驫
蝿
謬
奔

蕊

NORC北緬首支部

事務局鈴木喜博

『YAMAHA/CREOCUP小

樽オープンヨットレース』は8月11

日無事終了した。参加申込43艇（ソ

連3艇名古屋2艇福岡l艇函

館2艇地元ﾎU幌・小樽35艇）内レ

ース出魑1艇北海道支部今世紀最

大のイベントである。本レースの為，

我々スタッフは今年2月位より準備

をしてきました。各ホームポート，

マリーナ関係，各関係官庁等へのレ

ース案内，実行委員会打ち合わせ

（スタッフの皆様日夜御苦労樹等，

今日の日のために備えてきた。

8月7日，大会本部設置,NOR

Cより私と事務局の堀氏,HTBよ

り早瀬氏ほかスタッフ4名（内女性

2名…香奈子さん吉村チャンいろい

ろお世話になりました？）現地入り。

翌日よりスタッフが続々現地入りし

てきた。我々コミッティは早々帆走

指示書の見直し，レース海面の下見，

ソ連選手の受け入れ陸上イベント

の準備（薪能ビール早飲み．カラ

オケ大会等…祭だワッショイ／／）

等一同準備に余念がありません。

8月11日，レース当日。4:00,海

面にはガスがかかり風速Om｡6:00,

私は運営艇("ブルーエンジェルV")

に乗り込みマーク打ちに海面へ向か

う。今大会のレース委員長である田

中支部長自らGPS片手に舵を取り

マーク打ち完了（上マーク東の風

風速3～5m)。

早々 リミットマークて､､待機。9:00,

約24Mショートオフショアレースが

スタート／さすがに41艇のスター

トとなるとリミットマーク付近がず

いぶん混雑しているようだも微風下

のもとでそれぞれ日頃の腕を十二分

に発揮し全艇レースに挑んて､､いる

（中にはビール片手に宴会が始まっ

た艇も？)。12:00,上マーク・風速

2～3m,陸上本部の大辻レース副

委員長より無線が入る。コース短縮。

13:13'57,レーサークラス”ドナ

セシリア”フィニッシュ（尾久さん

ファーストホームおめてゞとう)，続

いて“ドム"，“バギーラ，，（ソ連)，

“メリーセイラー，'等続々フイニッ

シュ。タイムリミットまて鹸あと30分，

Bクラスがまだ1艇もフィニッシュ

していない。15:30,Bクラストッ

プ。艇が見えた（風よ吹け)。本部艇

より「フィニッシュ.／フィニッシ

ユ./」という全員の喚声が聞こえて

来る。15:57'24,Bクラス“シレ

ノス'，フィニッシュ./その瞬間本

部艇の全員が立ち上がり大歓声を上

げている。16:00タイムリミット。

21艇惜くもDNF(皆さん本当に御

苦労様でした)｡18:00,小樽グラン

ドホテルにて表彰式・レセフ･ション

があり，参加者全員，勝敗に関係な

く走りきった後の心地よい疲労感や

満足感した顔がじつに尋青らしい.／

8月13日15:00,出港式を終え，

我々コミッティ最後の仕事として,へ
ソ連艇3艇彼らとサハリンへい‐

しょに帆走していく“どんたく”

（楢埼夫妻）“ポコII"(鬼頭オーナ

ー）2艇の日本艇を小樽港沖まで見

送った（皆さん気を付けて無事の航

海を／)。その瞬間，このレースを

成し遂げた満足感と淋しさて､全員の

目頭力熱〈なる。

最後に今大会を企画主催し我々ヨ

ットマンに素晴らしいレースを与え

てくれたHTBの早瀬氏及びスタッ

フの皆様NORC朝河理事松木

理事又後援，協賛，協力していた

だいた各関係者の皆様本当にありが

とうございました。又このような素

晴らしいイベントが企画出来ること

を，我々 北海道の会員一同願わず(=
はいられません。

暦

↑
一

､一三

オープンAクラス優勝の"メリーセイラー， レーサークラス3位の"BAGIRA"(ナホトカ）
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バギーラ"の表彰シーン リージェル"のメンバーを囲んで

レーサークラス修正順位
灘

修正

時間

修正

順位

フイニッンュ
、

時 間

善胃

艇 名 艇種 RM ''八オーナー フリー|、
4 蕊議讓蕊

DOM'BNT-ltOn

DONACECILIAFST-45F5(RK)

BAGIRACETUS

SINDBAD3YA-R34

LIDERCETUS

LALAV&O-45

LONGJOHNSIWER4DP-34

MERIDIANFST-405

VICYOK-33R

TRUBLU2DEH-36

NADEJGDAKOHRAD-45

TUTOMUKUMAGAI

MAKOTOOGU

SHIPREPAIRYARDNAKCHODKA

KANJIKATOH

SAKHALINSHIPPINGCOM

SUSUMUYAMAZAKI

HIDEOIWAKI

TAKESHIYAIANI

KANJIKITAMURA

AKIHIROMAI

FESCO

OTARU

O'1ARU

UlAKU10、25

0'1ARU10.75

NAKCHODKA9.65

HAKODATE8.10

SAKHALIX9．75

HAZUl1.45

SHUKUTU7.95

OTARU9.35

SHUKUTU8､20

0TARU|880
VLADIVOSTOK|7.25

皿
一
魂
一
岬
一
繩
一
弛
一
弱
一
畑
一
岬
一
噸
一
脚
一
吋

昭
一
噛
一
昭
一
Ｍ
ｌ
ｌ
Ｍ
ｌ
ｕ
ｌ
Ｍ
ｌ
ｌ
Ｍ
ｌ
叫
一
晦
一
一
応

８
４
４
８
９
０
０
９
７
８
２

６
７
７
９
２
２
５
５
８
４
５

２
３
８
０
７
１
１
２
３
２
９

４
４
５
７
７
８
８
８
９
０
２
１
１

０
７
０
９
８
８
６
７
１
０
３

４
５
５
０
０
５
５
２
４
０
３

ノ
ノ
ノ
〃
ｊ
〃
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
／
ノ
ノ
ノ
ノ
／
，
ノ
ノ
ノ

４
３
４
５
５
２
３
６
２
３
９

１
１
４
１
１
１
３
２
５
０
５

ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
ｍ
ｌ
ｕ

オープンAクラス

1
||多正

||旧位

フイニッシュ

時間
艇名 艇種 オーナー RM 'IA

588

フリー’

|MERYSAILER
4APPASIONATA

Ｘ
Ｘ

Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｓ

２
６
０
０
２
２
１

４
３
３
３
３
３
３

ｍ
皿
塑
皿
遮
皿
甦
迦

HISAAKINAKAYAMA

SOHICHIROHGOTOH

EIICHIFUJII

SHINENO

SADAAKIKOYANAGI

TOHRUTOHDA

CREOCO.,LI､D.

TAKEHIRAMURAKAMI

Ｕ
Ｕ
Ｕ

Ｔ
Ｔ
Ｔ

Ｕ
即
皿
即
即
即
廊
即

脈
即
即
即
皿
ｍ
ｍ
ｍ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

０
０
０
０
０
５
５
５

５
５
７
６
〔
Ｉ
Ｏ
Ｏ
６

●
■
●

①

■
●

０
８
６
６
６
７
７
７

１ 13/46/29

14/26/00

15/38/50

15/47/47

15/49/38

15/53/08

15/54/03

15/52/44

ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８

恥
一
齢
一
脈
一
砺
一
嘘
一
雌
一
郷

LA-FAMILE

SARSHA

NOTERNLIGHTS

HOKUSHOW

WINDROSE2

VITAMINSEA

DNF:MANJIROHSUBARUKUNISHIGANBARUJANCAVALLINONORTHWING
AGAPE

オープンBクラス
修Tl；

順位

フイニッン'1
，

時 間
艇種 TA艇名 RMフリートオーナー

SIRENOS YA231TOSHINOBUSAMONIIISHUKUTU|5.051732115/57/2411

DNF:MAYFLOWERHIDECARIB2GOHTEI(N0.2)SHINOLIGHTNING-ROSENORA

MILKYWAYARGOPARTHTIMEARAJINKIKISUPPERGNOMES2DONTAKU
AVANTY



1

K

伯

鋤
〃

I

諺4．
1､勢

|曜〆鴬

趣
晶影

噂
王室も司

胃鐙：

、

一
一
垂

一

二

＝

童雲鬘
一一＝.ｰ

一‘6卓

H "、“ロゥ
■■ ＝＝

言麺畠

ー宮

守孝一
一
一
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一
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一
『 鷺琴含翼議菱雲雪 チシーーニ

レース委員長佐藤和夫然のことと思われる方が大半であるて<offshore>の誌面をかりて苦言

去る8月25FI,約160艇の参加をみうと考えるが，本レース委員会はこを呈したい。
た『石原裕次郎メモリアルヨツトレの一件の!|'にヨットレース参加肴の<経緯＞
ース』において,上位入賞艇よりくマルールに対する認識不足を痛感し，約160艇のエントリーがありCRレ
ークの正しい|可航をしてないことを今後同じこと力擦り返されないため，－ティング8mを目安に2組に分け
理由に＞表彰辞退の申告がなされた。本レース参加者だけて穣なくヨットレ10分間隔のスタートとした。

これだけをとらえるとまったく当一スに参加するすべての読者に対しスタート予定時刻(10:00)の20分露、

石原裕次郎メモリアルヨットレースBクラス成績表
(IMSレーテイング)|991年8月25日|0時30分30秒スタートレース委員長：佐藤和夫

艇 名SAIL オーナー名 ﾌｨﾆｯｼﾕ時間rYPE TA 所要時間 修正時間 着順 順位

ﾝﾘｰﾅ2

SH0UGAKUB()U

A－4

ﾝﾙｰ

KRYPTON

CONTESSAX

波夢＊2

ﾗｯｷー ﾚｨ

ﾈｯﾄ

雪風

ﾉｰﾛﾚﾑ

ﾏｳﾃｲ

光

ESNERALDA

げっこう

’
９
６
８
１
８
９
１
１
０
５
５
７
４
０

１
７
６
８
０
８
７
９
４
０
２
６
７
１
０

５
５
３
０
４
１
１
６
２
６
４
４
７
０
０

４
１
４
３
４
１
４
４
４
４
１
２
４
１

嘉悦克

神保和也

木村眞章

山崎隆幸

初鹿野幸生

石原慎太郎

大儀見薫

稲葉文則

神部静江

斎藤昌邦

内海哲

岩田禎夫

砂田信一

植松真

清水栄太郎
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０
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９
９
９

０
８
６
４
０
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になっても大半の艇がウェザーマー

クを設置中のコミッティポート周辺

に集まりスタートラインには20数艇

がいただけてあった。コミッテイポ

ー|､のアンカー固定にも手まどり30

分のスタートを延期を決定した。

直ちにコミッテイポート上にAP旗

(回答旗)を掲げスタートの延期を通

告し，スタート予告信号の掲揚15分

前にはW旗と数字旗2を掲成ウェ

ザーマークの設置を通告した。スタ

ー|､予告信号（スタート10分前）掲

淵I寺にはほとんどの艇がスター|､ラ

イン付近に集まってきており第1組

のスタートは予定どおり行われ，ｵ

ﾍﾚﾌｪｱのスタートとなった｡第
1組の艇群がウェザーマークを目指

してl1ﾘt走する中,10分後の第2組の

スタートもオールフェア。ほとんど

のレース艇はウェザーマークを目指

したが10数艇力檗山沖マークに向か

うのを､艤忍。運営艇にて5艇のウエ

ザーマーク未回航を現認した。

レース艇は葉山沖マーク，小網代

灯浮標を何航し，つぎつぎとフィニ

ッシュ。葉山沖マークをlil1航した艇

は1艇のリタイア艇を除き全てフィ

ニッシュラインを通過している。

このうちl艇からフィニッシュラ

イン通過後，ウェザーマーク未同航

艇に対して抗議をする意思が表示さ

ムコミツテイボー ﾄから所定の手
きを踏んで抗議するように指示を

した。（所定の時間内また，それ以

後も振養書は出されていない｡)

その後，レース本部において抗議

の締切り時間まで待ちレース成績の

計算に入った。パーティの開始時刻

も近づき参加者が会場に集まり始め，

雑談のなかでウェザーマーク未回航

艇が話題になったようである。

その話題の参加者の一部はパーテ

ィ後半の成績発表を待たず，レース

31

委員会に何の幸皓もせずに帰路につ

いたとのことであった。

〈レース委員会の判断＞

レース委員会は賞の授与に先立ち

受賞の対象となるすべての艇が帆走

指示書および関連する規則を守った

かを確認する必要があるカミマーク

未回航の現認ができた5艇以外は帆

走指示書に定められたコースを規則

に従って完走したものと判断した。

レースにおける規HIl違反について

は，レース委員会がコースの正しい

回航をしていない艇の現認（すなわ

ちフィニッシュをしていない艇）に

対しては審問なしで処置力河能て爆あ

るカミそれ以外は他のレース艇から

の，またはレース委員会う。ロテス

ト委員会による所定の手続きによる

抗議・審問を経ての処理力垳われる

ものである。レース委員会はこの原

則のもとて表彰式において成續の発

表を行ったが発表後マーク未回航を

理由に表彰辞退を申告する艇がでたく

レース委員会として表彰式後の申告

でもあり，公式結果を修正するにあ

たり他にもいたと噂されているマー

クの未回航艇の処置に対して苦慮し

た結果公正を期するため全参加艇

の艇長に対してマーク回航の確認を

行うこととした。

〈レース参加艇の義務＞

一部の参加艇中に，『ジャパンカ

ッフ］等に代表されるレースと誰て､

もが参加可能な楽しいパーティ付き

のくお祭りレース＞といわれるレー

スカミ全く違う次元に存在するよう

な考え方が見うけられる。このよう

な方々は〈お祭りレース＞で何らか

のケースがおきると「『ジヤパンカ

ッフ〕じゃあるまいし。適当にやっ

たらどうだね」に近い暴言をはかれ

る。帆走指示書に基づいて行われる

レースに規則以外の妥協と譲歩は原

0F応H0Rf

l裕次郎カップ,他を前に慎太郎会長と良純氏

則として無いことを肝に命じて欲し

い。このことはレースの運営側も認

識するべきことは当然のことである。

レースに参加する以上すくなくと

も次に掲げることは参加者の義務と

考えて欲しい。

l)艇長会議には艇長もしくはルー

ルが分かる責任のある者が出席し，

1ﾘl走指示書の訂正・追加及びその

他の通告を確認する。（今II1エン

トリーを行いすぐに帰ってしまっ

た艇があった｡）

2）レース海面でコミッティに質問

しても,I司答できない事があるた

め，艇長会議の席で納得するまで

確認を行うこと。

3）レースの信号に使用される信号

旗は事前に確認すること。

すなわち，帆走指示書の募読と理解

につきるのである。

大多数の本レースの参加者並びに

<offshore>の読者には当たり前の

ことと心外に感じた方がいると思う

が，毎夏の終盤に多数の参加艇が集

まり，盛大なパーティとともに定着

してきた『石原裕次郎メモリアルヨ

ットレース』の今後の充実を希望し，

心ならずも苦言をのべたことをご容

赦いただきたい。

今月の表紙:8月25日に行われた『石原

裕次郎メモリアルヨットレース｡約160艇

の参加と，過去日本のヨットレース史上

最大規模のイベントとなった。
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謬
勝利の為に叡知を集結｡コンペティションボートの雄…･ファーストクラス･シリーズ。
ベネトウ・ファーストクラスシリーズは、

オフショァレースやファーストクルージン

グのために設計されたコンペティションタ

イプのクルーザーです。デザイナーは、ヨ

ットデザインの第一人者、ジャン･マリ一・

／毎罎､:1魁、

蝿ﾉﾉ『…
薊

こ

。

■■■■

フィノ。「革新と創造性｣をコンセプトにし

た設計思想が、すみずみまでゆきわたり、

その性能は、数々のビッグレースでの優勝

実績が物語っています。まさに、勝利のた

めに生まれたクルーザーといえるでしょう。
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めの水線長など、ファーストクラスシリー

ズ独特のスペックは､ワンデザイン-U.L.

D.B.の特長で、l.O.R.ボートに比べ明

らかに優れたデータを持ち、コストパフォ

一マンスにも優れています。

艤装品、キャビンレイアウト、船内の積層

なども、速い走りに徹して設計。
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●カタログこ希望の方は、
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